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早 期 漫 潤 ワ前 時 期 及 纒 過 り観 察

Th.Rehberg:Beobachtung,tiberVorstadiumund

VerlaufdesFrtihinfiltrates..

早 期 浸潤 ノ成 立 二就 イテ ・・十 分 明 カ ニサ レテ ヲラ ヌ。

著 者 ハ偶 然 ノ機 會 二2例 ヲ 観 察 シ得 タ ノデ 報 告 シテ

ヲlv。第1例 ハ入 院 時 右 側 肺 門 部 及 中野 二網賦 、 索状

ノ陰影 ヲ示 匂 レモ ノが、約5週 間 後 「レ」線 撮 影 ノ結 果

デ ノ・右 上 野及 下 野 二柔 カナ 圓形 陰 影7見 タ。然 カモ下

野 ノ浸 潤 ノ・直径 約1.8cm.其 上 ニモ小 ナJレ輪 状 陰 影 ヲ

認 メタ。第2例 ノ・初 メ右 肺 門部 二結 節 状 陰 影 ヲ認 メタ

モ ノ ガ約6週 後 二 左肺 ノ 中 野 二中 心 二 鶏 卵 大 ノ空 洞

ヲ有 シ、中及 下 野 二 向 ツ テ播 種 ヲ持 ツ タ新 シイ融解 セ

ル早期 浸潤 ヲ詮 明 シ タ。雨 例 二於 テ早 期 寝潤 及 融解 ノ・

比較 的 短 期 間 二起 リ、其 間 自曼 的 ニ モ他曼 的 ニ モ把 握

ス ベ キ症 状 ハ認 メ得 ナ カ ツ タ。而 カ シ テ人工 氣 胸 ニ ヨ

ツ テ雨例 共 二速 カニ治 癒 ヲ示 シタ。早 期寝 潤 ノ前 時 期

ノ症 状 ハ多 ク ノ人 ≧ 依 ツ テ 蓮 ベ ラ レテ 居 ル ガ著 者 ノ

見解 ハ是 等 ト全 クー 致 シテ ヲ ラ ヌ。即 チ早 期 浸潤 ハ速

カニ症 状 二乏 シク現 ノ・レル モ ノ デ、其 前 ノ症 状 ニノ・把

握 ス ベ キ モ ノが ナ イ。雨 例 二於 テ血 液 検 査 ノ結 果 デ ノ・

高 度 ノ感 作 ヲ示 シテ居 ツ タ事 ノ・明 カデ アル ガ、コ ノ感

作 ハ強 度 ノ重感 染 ニ ヨ リ破 プ レ蓮 カニ 浸 潤 及融 解 ヲ

起 シタ モ ノ デ ア リ、 又 速 カニ治 癒 セJl/ノ・Allergieノ

壌 進 ヲ以 テ説 明 ス ベ キデ ア ラ ウ ト云 ツ テ居 ル 。

(刀 根 山柳 澤 抄)

初 メ鼓 果7リ シ人 工 氣 胸 療 法 ノ 失 敗 呂 劃 ス ル剥

離 セ ザ リシ肋 膜 索 條 ワ意 義

OttoJtittemann:DieBedeutUngnichtgel6sterPleu-

rast盛ngef血dasFehlschlagenderursprdnglichen

Pneumothoraxbehandlung.

著 者 ハ人 工氣 胸 療 法 二 依 ッ テ 完 全 ナ ル 氣 胸 二成 功 ス

ル例 ハ経 験 上 極 メ テ僅 少 ナル コ トヲ1-2ノ 統 計 ヲ學

ゲ テ示 ヴ之 ノ・全 ク 肋 膜 癒 著 二 儀'レ モ ノナ ル 事 及 ビ之

二封 ・/テThorakoskopie及 ビThomkokaustikノ 塵 用,

が年 々顧 慮 セ ラ ル ・標 二欝 ツ タ、標 々 ノ肋 膜 索 條 ヲ有

ス ル患 者 デKaustikヲ 行 ノ・ズ輩 二 人 工 氣 胸療 法 ノ ミ

ニ儀 ソ テ、菌 ノ消 失 赤沈 ノ正 常値 ヲ示 シー般 状 態 モ良

好 ト爲 リ氣 胸 ノ 数 果 顯 著 ナ リシモ ノ ガ 氣胸 療 法 絡 了

後 再 ビ悪 化 匂 レ5例 二就 テ詳 細 ナ]z/観 察 ヲ行 ヒ、之 が

原 因 トシテKaustikヲ 怠 リタ ル 爲 ナ リ ト・Y斯ル 見掛

ケ上 ノ数 果 ヲ來 セ ルMechanismusヲ 詳 論 ジ從 來 力 ・

,レ索條 二封 メ ル吟 味 ノ足 ラ ザ ル事 ヲ指 摘 シテ居 ル。

著 者 ノ・一 度 成 立 シタ ル 索 條 が肺臓 二 及 ボメ 機 械 的 力

學 的 作 用 ヲ人 工 氣 胸 實 施 二 當 ソ テ ノ・次 ノ様 ナ3ツ ノ

Phase二 於 テ考 慮 メ7レ事 力'最モ 大 切 デ アル ト述 べ テ

居 ル。 郎 チ1)氣 胸 ヲ起 シタ時 、2)氣 胸 ヲ中絶 ジ

タ時、3)完 全 二氣胸 療 法 ヲ絡 了 シタ後 、

後 著 者 ハ 前 記5例!各 々二就 イテ 其 索 條 ノ 吟 味 ヲ詳

細 二訊 明 シタ ル後 彼 ノMaurer氏 ノ墾 グ タ1レKaustik

/Indicationト シテ輩 二 菌 ノ陽 性 ト空 洞 ノ謹 明 ノ ミ

デ ノ・荷 不 充 分 ナ リ ト シ共 索 條 ノ 位 置 形 硬 度 及 ビ之 二

候 リテ起 ル 肺臓 ノ愛 形 ノ 程 度 等 ヲ充 分 二 各 個 人 二就 、

イ テ考 察 シ必 要 ナ)レ場 合 ノ・躇 躊 ナ クKaustikヲ 行 ヒテ

氣 胸 療 法 ノ敷 果 ヲ 永 久 的 ナ ラ シム ペ キ 事 ヲ強 張 シ テ

居 ル。(刀 根 山西 村 抄)

融 解 セ ル 澄 潤 卜誤 ラ レ タ ル 先 天性 肺 嚢 腫

H.Brauening:AngeboreneLungeneyste,einschmel。 ・

zendesln刷t耐vor面uschend.

著 者 ノ・18歳 ノ女 子 ノ先 天 性 肺 嚢 腫 ト考 ヘ ラル ・1例

ヲ報 告 シテ ヲル。夫 レ・・著 者 ノ患 者 ・3歳 ノ時 ヨ リ今』

日二至 ル迄 長 イ期 間 二亙 リ、時 々「レソ トゲ ソ」撮 影 ヲ

爲 シ決 定 シ得 タ モ ノ デ、左 鎮 骨 下 二1「 マ7レク」大 ノ境

界 鮮 明 ナ ル像 ヲ 示 メ モ ノデ、 時 ニ ハ液 盟 ヲ 以 テ 充 サ

v、 時 ニノ・空 虚 ノ像 ヲ示 ス モ ノデ アル。唯1同 ノ親 察 、
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デ ハ恐 ラ ク結 核性 ノ 浸潤 叉 ハ 空 洞 ト 眼 マ レル デ ア ラ

ウ.(刀 根 山 柳 深 抄)

結 腰 療 養所 患 者 り作 業

Th.Peters:ZurFragederBeschtiftigungder

PatienteninderVolksheilsttttte.

螢 働 二慣 レタ人 が 安 静 ノ爲 二 何 モ ヴ ナ イデ 居 ル都 ハ

構 紳 的 二苦 痛 デ アル。斯'レ 患 者 が安静 時 以 外 二作業 ヲ

ス,レ ノノ・甚 ダ便 値 アル事 デ ア'レ。 慢 性 疾 患、殊 二結 核

デ長 イ閥療 養 ヲ シテ わ レ者 へ 性 格 ガ 甚 グ シク 塑 ツ

テ、自己 主義 トナ リ、非 杜 會 的 ナ 人 間 トナ ツ テ 居 ル 者

ガ多 イ。 斯,レ場 合 其 ノ、個人 個人 二適 當 ナ仕 事 ヲ考 慮

二入 レテ、面 倒 ヲ見 テ ヤ7レ事 ハ 非 常 二便 値 ア'レ事 デ ア

ル。 大 艘 國 民 結核 療 養 所 ノ 患 者 ノ性 格 ハ、 憂 雛 デ、不

氣嫌 デ、 敵 封圭 義 ナ 者 ヵ●多 〃、從 テ 患 者 同志 ノ間 二孚

ヲ生 ジ、 或 ノ・馨 師、看 護 婦 等 ト良 ク争 ヒ、 治 療 上 非 常

二困難 デ アル。 此 ノ間違 ツ タ鵬 耐レ・、今 日普 通 ノ安 静

療 法 デ ハ救 ノ・レナ イ。事實 我 々ハ斯 ル場 合 患 者 二適 シ

タ仕 事 ヲ ア タ フ ル ト、患 者 ノ精1碑 ハ非 常 二向 上 ・y、患

者 間 ノ孚 ヒ、 讐 師、看 護 嬬 等 トノ衝 突 モ非 常 二少 クナ

ツ タ。 サ レバ 如 何 ナ ル方 法 デ作 業 療 法 ヲ行 フ ベ キ カ。

先 ヅ第 一 婦 人 患 者 ノ場 合 デ ア'レ。元 來 婦人 ・・清 極 的 ナ

モ ノデ ア ル カラ、 何 モ シ ナ イデ ル 事 が除 リ 苦 痛 デ ナ

イ ラ シイ。婦 人療 養 所 二於 ケ ル患 者 ノ不 氣 嫌 ハ大 抵 感

情 二原 因 ノ ア ル場 合 力●多 イ。喩 バ、望 郷 病 ヤ、子 供 、夫 、

雨親 等 カ ラ、別 レテ オ ル苦 痛 ガ圭 ト シタ原 因 デ アル。

ダ カ ラ轡 師 が心 ヨ リ親 切 ナ ル 言葉 ヲ カケ テ ヤ ル ト容

易 二情瀞 的 二良 ク ナ ル モ ノ デ アル。然 シ作 業 療 法 が全

ク不 必 要 ダ ト云 フ ノデ ノ・ナ イ。 靴 下 ヲ作 ッ タ リ、刺 繍

ヲ シ タ リ、 裁 縫 ヲ シタ リ、一 般 婦 人 デ ア レバ誰 デ モ出

來,レ檬 ナ仕 事 が良 イ。 次 二男 子 ノ場 合 ノ・、患 者 ザ盤 リ

肉膿 的 二 努 力 シナ ク テ モ、良 ク天 賦 ノ能 力 ヲ利 用 デ キ

ル モ ノデ、其 ノ仕事 が上 手 二 出來 テ、 患 者 が満 足 ス ル

モ ノ、 帥 精 紳 的 療 法 カラ云 ツ テ モ 利 盆 ア ル モ ノが良

イ。 療 養所 附罵 ノ農 園、公 園 等 デ働 ク ノモ良 ク考 ヘ ネ

バ ナ ラ ヌ。ト云 フ ノ・・、是 等 ノ仕 事 ・・天 候 、季 節 二俵 テ

左 右 セ ラ レ、叉馨 師 カ ラ見 テ モ斯 ル仕 事 ヲ ドノ患 者 ニ

ーモ 容易 二許 ス ワケ ニ ノ・イ カナ イ。 叉 作 業 シテ オ ル 患

者 が 自分 ノ・利 用 サ レテ オ ル ノ デ ア ル」ト云 フ間 違 ツ タ

考 ヲ持 ツ事 ガ アル。 此 ノ作 業 療 法 ノ問 題 解 決 ニ へ 経

.癬的 方 面、 精 憩 的 方面 ヨ リ考 ヘ テ、公 衆 勢働 場 ト云 フ

モ ノ ヲ推 選 シタ イ。帥公 衆 勢 働 所 デ ハ 大 工 ノ仕事 、 彫

,刻、旋 盤 、紙 細 工、硝 子 細 工 、書 工 等 ノ道 具 が アツ テ、療
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養所デ便用スル花億、楓繰、食卓,机.本 棚等ヤ,叉

療養所ヂ使用 ヴナイ玩具頬 ヲ作ル。作業場ハ日光 ノ良

〃アタ'レ、通風ノ亀良イ暖イ郁屋デ.水 道、旋盤、大工

道具箪ヲ備ル。仕事ノ管現人 ヲオキ.管 理人ハ患者昌

仕察 ヲ指導 ヴ,監 督スル。作業 ノ許可ハ轡師ガ行 フ.

作業 ヲ行 ハスニ先 ダソテ,作 業療法ハ決 ヴテ今 日行ハ

レテオル 安解療法二抵蘭スル』巴ノデナイト云 フ事ヲ

良 ク患荷二了解サヴチ才カネ〆ナラヌ.然 ヴテ如何穫

長時間作業 が出作ルカバ閻題デナク.患 者 ガ規則的昌

作業が出來ルカ否カカ澗 題デア'レ.今 日迄 ノ経験 二・

ルb作 業時間ハ午後1-2時 ノ間ガ良イ。午前中ハ散

歩ノ時間デアル。作業場デ作ラレタ物 ハ出來〃ダヶ療

養所デ利用スベキデア,レ.療養所デ利用サ レナイ物 ヲ

虜理ス,レニ、一番良 イ方法ハ患者二喜 ンデ作ソタモノ

ヲ肚會事業四二寄付セシムル事デア'レ.之V;Utテ 患

者二何等不當ナ損害 ヲアタ^タ ト云フ考ヲオコサセ

ル事ナク、却テ精紳療法的作業 ノ目的 ヲ良 ク認識サ

セ、又患者自均が國家 ノー員 トミテ、援助者デアル ト

云フ考 ヲ盆 ζ多〃モタシムルベキデアル。最後ニー言

シテオクペキへ 患者ノ精神状態ハ非常二複雑デア

ルカラ、此 ノ作業療法 ノ問題モ簡軍二解決スベキモノ

デノ・ナイ。監督者ノ人格 ヨリナル活 キタカニ基礎 ヲ置

クペキデアル。(刀 根山早川抄)

醸氣性乳桿薗昌ヨル混合感染セル氣膿胸

J.Alf61dy:MischinfiziertePneumothorax.Empyeme

durchBacilluslactisaerogenes

結核 二混合感染セル氣膿胸 ノ場合 ノ多〃ハ穿棘 提畢

排除疲管、肋骨切除術ニヨリー時軽快スルガ治癒 ノ目

的ヲ達スルノ・全胸廓成形術 ノ後デアル。

著者・・結核性特骸性氣胸二3例 ノ醸氣性乳桿菌二混

合感染 セル膿胸ヲ得 タ。是等ノ例ハ特別二良性経過 ヲ

トツテ切除痩 ノ・自然治癒 シ胸廓形成術 ヲンナクトモ

元 ノ結核過程モ同時二速二然モ永久的 ノ治億 ヲ示 シ

タ。醸氣性乳桿菌ハ膿胸ノ混合感染因子 トミテハ未ダ

記載ザナイ。是等ノ性質及経過ハ球菌感染 二封 シテ或

ル特異性及ビ差異ガアリ然モ球菌感染ハ胸廓成形術

ナクシテ治慮ス,レノハ非常二稀デアル。カ・是等ハ多 ク

ハ良好ナ治癒傾向ヲモツテヰル。醸氣性乳桿菌感染ハ

閉銀性排痩管・洗澁 穿刺デハ治癒セズ重イ中毒状態、

瓦斯豪生 ヲ來 シ肋骨切除術 ヲ必要 トスルガソノ後ハ

結核性空洞及結核感染 匂 レ肋膜腔ハ 著 ンク速二滑二

治癒スル・著者 ノ第一例ハ空洞 が一ケ年牛アリ、ソレ
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ガ破 レテ特蟹性氣胸ヲ起 シ何等治癒傾向ヲ示サナカ

ツタモノガソノ後起ツタ混合感染二Sリ 醸魚性乳桿

菌膿瘍二墾化シ、ソレガ破壊サレ溶解サ レ比較的短時

日二薄 イ癒痕 ヲ窺 シテ治億シタ。第2例 モ比較的二短

時日二治癒 シ第3例 モ兎モ角良好ナ結果 ヲ得タ。

著者 ノ観察 シタ3例 ノ・結核ノ原病二良イ意味二影響

シタ襟 デアル。醸氣性乳桿菌ハ「グラム」陰性デ容易二

「ミルク」
、水、乳見ノ腸炎 ノ便 カラ分離 ン得'レ。叉敗

血症性状態、膿血症、膿嚢蓄膿症、壊疽 ノ場合二謹明

サ レル。結核患者ノ腸管内二屡 ミ謹明サレ、上氣道二

達 シ、コ ・カラ肺 ノ空洞二移行シテ雑菌 トンテ長 〃止
リ

リ空洞 破 壊 後 二肋 膜 腔 二感 染 シ得 ル。醸 氣 性 乳 桿 菌 ノ

禮 内毒 ト結核 トノ關 係 ニ ツ イテ ハ 著 者 ノ・夏 ハ研 究 二

著 手 シテ荊 レ。細 菌 學 的 ニハ醸 氣 性 乳 桿 菌 ハHaranghy

ニ ョ1!バ 腸 管 内 二於 テ ノ・異 常!「te]Vフ ィリン」形 成 ノ

状 態(赤 痢 襟 ノ場 合)ニ ア ツ テ、 ソ レ・・多 クノ 個胎 ヲ大

腸 及 石 英 煙 光 線 二劉 シテ 致 命 的過 敏 性 二導 ク。腸 炎 ノ

賦 態 ニ アル 縞 核 患 者 ハ屡 ζ腸 管 内 二 此 ノ菌 ヲ 宿 ンテ

ヰ)Vg故 二同 横 二大 陽 又 ハ石 英 燈 光線 二禁 忌 デ ア'レ感

作 セ ラ レタ ル 「ボル フ.リ ン」形 成状 態 ニ オ カ レ テヰ ル

乳 酸 菌及Bacilluscloacalト ハ生 物 學 的 性 質 力 ラ分 離

ン1!}ラv2レ 。 醸 氣 性 乳 桿 菌 トBaccloacalト ・・完全

二分 離 シ得 ル が コ ノ ニ 種 ノ 菌 種 ハ トニ カ 〃 非 常 二近
　

イ關係ニアツテ是等ニヨリ起サ レル症状 モ亦多分二

近似ノ貼がア,レ。.

以上ヲ組括スレバ醸氣性乳桿菌二笥り混合感染セ

'レ結核性膿胸ハ球菌感染二反 シ良好ナ縄過ヲトル檬

デアル。カ ・ル菌 ノ混合感染 ノア,レ際ニハ全胸廓成形

術 ノ指示ヲー慮考慮スペキデアル。

(刀根山、青野抄)

ZeitSchriftf並rTuberkuloseBd.73.H.3,1935

結 核環 境 二7ル 小見 ノ欺 況 二就 テ ■諮 問 成 績

EmstSeiffert:ErgebnisseeinerUmfragetiberdie

Verbl趾nissebeiKindernaustuberku16serUmwelt.

検査 材料 ハ3同 ニ ワPt)v結 核 相 談 所=η ノ 同 答 ヲ纏

メ タ1レモ ノデ2302例 デ ア,レ。

結 核環 覧 トノ・菌所 見 陽性 ニ シ テ 傳 染 源 ヲ 明 カ ニ ナ シ

得 タル場 合 ノ ミヲ探 用 シテノ・事 實 上傳 染 源 トシテ ノ

働 キ ヲナ シテ=わ レー 部 ノ・見 落 サV]レ 。故 二著 者 ノ・菌 所

見 ノ不 明或 ハ 陰性 ナ リシ モ ノモ 臨 殊 上 開 放 性 結 核 ト

認 メ ラル ・毛 ノノ・一緒 二勘 定 二入 レ、シ カ シテ後 是 等

ノ・特 二観 察 ヲナ シタ。

都 會 ト田舎 二於 ケ ル成 績 ノ差 ハ認 メ ラ レナ イ。ソ ノ理

由 ・・今 日爾100%ノ 早 期 獲 見 力●困難 ナ,レ ザタ メ ニ少 々

ノ差 異 ハ抹 清 サ レ,レカ ラ デ ア ラ ウ。

年 齢 的 ニ ノ・Letalit5t(結 核 患 者 中 ノ死 亡 率)モMor-

talit.iit(全歎 中 ノ死 亡 牽)モ1歳 二 ・・遙 カニ多 〃、3歳

迄 二 急 二 減 少 ス ル。Letalitiit中1歳71.7%、2歳

17.1%、3歳11.1%、4--5歳0%。 死 亡原 因 ノ最 多

数 ハ粟 粒結 核 デ ア ル。

傳 染 源 ヲ見 ル ニ親 カ ラ が最 モ 多 ク、ソ ノ中病 父 ・・病 母

二比 シ遙 カ ニ大 デ ア,レ(55.7%:30.1%)。 雨 親 共 ノ結

核 ハ少 数 ナ ル ヲ以 テ統 計 的 二正 確 デ ナ カツ タ。

衛 生 的 保護 ノ 完全 二 施 行 サ レテ ヰ,レ 小 見 ハ然 ラザ ル

モ ノ ニ比 ・Y罹患 李 ノ・垂ニ シテ、Mortalit5tノ ・更 二良好

ニ シテ 蚤ア ア ル。 但Letalit5tガ 保 護 見童 ニモ相 當 多

キ ノ・小 見 ノ結 核 ザ 絶 封 的 死 亡 二終,レ 粟 粒 結 核+'レ 事

多 キ が爲 メ デ ア ル。

傅 染 曝 露 ノ期 間 ハ罹 患 数 ニ ハ明 力ナ 影 響 ヲ 見 ナ イ ガ、

ソ ノ 長 期 ニ ナ ル ト共 二 経 過 ハ 重症 トナ,レ。 コ レハ

Mortah倣 及Letalit5tノ 培 加 ニ ヨt,テ 示 サ]v・ 所 デ

ア ル。

強感 染 ハ長 期曝 露 ヨ リモ不 良 デ ア ル。患 舌倣 モ増 加 シ

テ ヰ ル。 感 染 ノ弧 弱 ノ・結 核 菌 ノ多 少 、或 ノ・同 時 二臨 駄

的 二重 症 ノ程 度 殊 二 水 泡音 ノ 多少 ヲ以 テ 決 定 シタ.

Mortalitat及 ビLetalittitノ 最 モ高 キ・・保 護 不完 全 ナ

,レ見 童 ニ シテ強 感 染 ヲ受 ケ タ ル モ ノデ ア'レ。衛 生 的保

護 ノ完不 完 ノ・傳 染 二接 ス ル事 ノ多 キ ヤ否 ヤ、之 ニ ヨ リ

テ起 ル病 像 ノ輕 重 ニ ヨ リテ決 定 サ レ,レ。

結 核 理 境 ニア ル 乳 見 ニ シテ 保護 ヲ 受 ケ ヌ,レモ ノ ・死

亡 数 ノ・6.3%ニ シテ乳 見結 核 ノ 全 國死 亡 数干 均10.7

9・二比 シ遙 カニ低4。

適 切 二 施 行 サ レテ ヰ ル 相 談 所 ニ ヨ リ 小 見 ・結 核 死亡

率 ハ 著 明 二減 少 セ シメ 得ゆレ。故 二相 談 所 ハ更 二合理 的

二亦 夏 二振 充 サ ル ベ キデ ア ル。

豫 防 接 種 ハ 從 來 良 好 ナ成 績 ヲ詮 明 サ レテ ヰナ イ。 ソ ノ

成 接 ノ・非 衛 生 的状 況 ニ ア ル 小 見 二 於 テ ノミ 決 定 サ レ

得 ベ キ モ ノデ ア ル。

死 亡 原 因 ノ・大 多 数 粟 粒 結 核 或 ノ・膳 膜 炎 デ ア ル。 「ツ ペ

ル ク リ ン」反 態 陰性 者 ニ ハ肺 結 核 ニ テ死 亡 セ ル モ ノハ

皆 無 デ アル。興 味 ア,レハ 長 イ間 「ツ ベ'レク リyj陰 性 ノ
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唖 ノ 、数 ガ比 鞍 的 多 イ事 デ ア ル●遙 傳 生 物坐 的 立 場 ヵ

ラ戴 察 ス 膨人 ハ 納 椴 親 カラ ロ リ 侵 サ レ 昌 ク遣 傳 サ'レ

ル ノ ミナ ラズ、抵 抗 力 毫 冒 り弧 ク遣 億 サ ル ・ト見 ネ バ

ナ ラ コ。何 トナ レ囲 コノ抵 抗 力 ハ 感染 二 』,レ臼然 接 租

磯 防 ニ ヨル ノデ ハ ナ イ カ ラ デ ア ル。感 染 二 陶 レ抵 抗 ハ

「ツ ベ ル ク リ ン」陽 性 二於 テ ノ ミ考^ラVIV.感 染 ノ危

陰 ガ非 常 二大 デ ア リ、叉 不 良 ナ賦 携 ノ下 ニ ア ル ニ拘 ラ

ズ 見童 ガ 感 染及 描 患 カ ラ 免 カ レテ ヰ,レ ノハ 如 斯 臼然
●

抵 抗;9JVト 解 霜 セ ネ バ ナ ラ ヌ。

コ ノ抵 抗 力 ハ襲 曜 的 ナ感 染 ニ ョ リテ破 ラ レル。故 二死

ヲ來 ス病 型 ハ粟 粒 結 核 デ ア ル。(刀 根 山 、 松 村 抄)

部 分 的 喘 息?

H.Braeuning:PartiellesNthma?

著 者 ノ例 ハ 結 核 事 門嚇 ニ ヨ リテ 肺 結 核 ト診 噺 サ レ、

「X」線 像 二於 テ モ家 族 歴 二 於 テモ 結 核 ヲ 疑 ノ・erメ タ

ル モ、事 實 ハ結 核 二非 ズ ジテ部 分 的 喘 息 トモ稽 ス ペ キ

例 デ アル。

患 者 ノ・43歳 女 、 父 ノ兄 弟3人 ノ・結 核 ニ テ死 亡 、 父 ハ

非 常 二憩 経 質、 ソ ノ男 ノ子 ノ・偏 頭 痛 、女 ノ子 ノ・偏 頭 痛

及 ピ血 管蓮 動紳 経 障 碍 ア リ。 家 族 二喘 息 患 者 ナ シ.患

者 ハ精 憩病 二近 キ程 度 二精 赫 興 奮 ア リ。幼 時 ヨ リ屡 ζ

卒 倒 ス,レ事 ア リ、 殊 二昨 年來 甚 ダ シク、亦 上 下肢 ノ麻

癖 モ起 ル事 ア リ ト云 フ。2年 來 感 冒 ア リ、1ケ 月 前 ヨ

リ痺 攣 性 咳 漱 が殊 二夜 間 甚 ダ シ イ。但 喘 息 駿 作 ハ ナ シ

トイ フ。

所 見 ハ左 肺 上 部 二打 診音 徹 弱、呼 吸音 不 純 ア ル ノ ミ。

「X」線 像 ノ・25/VM1934 、 右 側 肺尖;淡 キ 雲 状 陰 騎、

左 側側 部 第 四肋 間 迄 ノ雲 状 陰 騎 ア リ。コ ノ陰 竪 ハ肺 門

二至 ル織 細 ナ索 條 物 、中 心部 透 明 ナ ル猿 状 物 、 寧 ロ同

質 性 ナ)vmaヨ リナ ッ テ ォ,レ。Eosinophileハ27%デ

ア7レ。Felsol投 與 ニ ヨ リ自曼 症 治 癒 ・y、「X」綜 像 モ陰

騎 消 失 ス。

161V皿 骸 作 起 リ、 「X」線 像 ハ右 側第 二肋 骨 迄 前 同 ヨ リ

モ強 キ濃 陰 騎 ヲ生 ジ殊 二第 一 肋 間 ニハ3× 垂cm同 質

性 陰 馨 著 明 ナ リ。 左 側 ノ・1-5肋 骨 間 二篇 く腺 腕 ナ7v

斑 黙 ア リ、但 前 同 ノ如 ク強 カ ラ ズ。Felsol及 「加 レチ ウ

ム」投 奥 ニ ヨ リ陰 馨 ハ 自箆症 ト トモ ニ 直 チ ニ消 失 ス。

帥 チ該 患 者 ノ・自量 症 及 「X」線 陰 騎 ノ・Felsolニ ヨ リ直

チ ニ消 失 シ、 之 ヲ中 止 ス レバ 再豪 シ、再 ビ投 與 ス レバ

直 チ ニ治 慮 ス,レ。 」又Eosinophileノ 増 加 アル ヲ以 テ

見 レバ喘 息 ナ リ ト考 へ 得 ル。

該 例 二 特 有 ナル ・・「X」線 像 二於 テ ー般 喘 息 二 於 ケ ル
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肺 膨 雁 像 ト相 櫨 ス'レ鮎 デ ア ル.卵 チ哨 息 ハ郁 分 的 二趨

ヅ タeノ デ ア ツ テ,然 唖第1同 ハ 左側 上 寵 二.第2同

ハ寧 ロ右 側 上 郁 昌著瑚 デ アv。 故 二肺 全膿 昌 ワ タ リ9

超 ツタtノ デ ナ イ。 從 テ㎜ ハ鋤 下e!テ ヰ ・"イ・7

レが タ メ 呼 吸 困雛 モ 刺軌 性 咳 轍 ノ糧 度 昌 止 マル ノデ

ア ル。

邸 チ肺 内 ノQ見 血ke鷲be56demト 考^得 虐。 鰯 顔 痛

及 ビ共 他 ノ血 管 紳 綴 症 毫之 卜一≒致 ス ル。

唱 息 昌於 テ滲 濁 陰 購 ヲ認 メsrv記 載 ハ2・3アvガ ・

泊 療 二 引 リ消 失 γ.治 搬 ヲ中 止 ス レノ《再 嚢 シタ例 ハ表

胤 告 サ レ舛 ナ イ。(刀 根 山.栓 村 抄)

1922■a・11㎎7■a至 ルkppertsbdinfior

昌於 ウ ル 人工 氣 胸 療 法 ノ縛 働 的妓 県 昌 就 専9リ

醸 告

S.Hδnieh:BeriehteberDhuererfdlgederPma

thoraxtherapieinderHeilstiitteRuppertshainfUr

d二eJahre1922-1927.

1922年 一一一1928rp間Ruppert山 血 二於 テ ー側 期 ヲ

施 行 シタ,レ脾 結 核 患 者 ハ126名 ニ シテ ソ ノ中 男 子61・

女 子 砿 持 績 数 果 ヲ 見 〃 メ 問 合 セ ヲ 鱗 ンタ ガ回

答 ナ キ モ ノ16、 肺 ノ剥 離 不 充分 ニ ジ テ亀 行 ヲ2同 位.

デ 中止 シ タ ル モ ノ9、 施 行 ハ 成功ervモ 特 別 ナ ル理 由

ナ シ ニ 中途 ニ テ 中止 シタ ル モ13例 ニ シ テ 結 局 調 査

シ得 タ ル モ ノノ、100例 デ アル。 男 子46例 、女 子54例

デ ア ル。 治 療 ヲ加^PtZls均 年 齢 ハ 男 子23歳 、 女 子26

歳 デ アJV。 職 業 別 ニノ・男 子 中29人 ハ敦 養 ア リ、6人

ノ・激 養 ナ キ 勢 働 者、9人 職 工 、 商 人 、 敏 員、2人 無

職 、 女 子 中21人 家 嬬、14人 ノ・多 分 勢 働E一 ノ妻、 女 工

10人 、 ソノ他8人 ハ裁 縫 等 ノ手 蔓 二從 フ モ ノデ アル.

纏 計 二就 キ治 療 ノ 持績 的 敷 果 ヲ 分 類 ス ル ト 良妓 果 ハ

36%、=部 分 的敷 果 ・・89。 、 敷 果 ナ キノ・16%、 死 亡t

シモ ノ40%デ ア,レ.死 亡 ノ・38人 デ 肺病 デ ア,レ。爾 生 存

中 ナ,レモ奴 果 ・・認 メ難 キ モ ノ16人 中8人 ・・Turben・

Gerhardtノ ニ 期、 三 期 二fi・y、 殆 ン ド全 テ カ●開放 性

結 核 デ ア ル。ソノ 中2例 二就 テ ハ氣 胸 ガ 初 患 側 二奥^

タ抑 制 的 影 響 ノ・極 メテ 小 デ アル事 ハ 疑 ヒ ナ キ 昌拘 ラ

ズ反 側 二進 行 性 病 愛 ヲ 來 シタ モ ノデ 特 二 注 目 ス ベ キ

モ ノ トシテ詳 違 シ テ オ ル。

部 分 的 良 数 果 ナ ル モ ノ8例 ア リ、持績 的 治癒 ヲ期 待 シ

ウル迄 二事 實 上 輕 快 シ タル モ ノ 力 或 ハ コ ノ敷 果 力・氣

胸1ミ ニ館 ス ベ キ 力 否 力 明 力デ ナ イ モ ノ ヲ 部 分 的 数

果 ト稽 ス ル。故 二治 癒 ト稻 ス ペ キ例 ト關 聯 シテ遠 ベ ル
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コ トザ出 來,レ。

治 癒 シタ ト爾 シ得,レ36例 中29例 力●RilSS及 ピ 菌 ガ濡

失 シ、6例 ハ 菌 ノ・ナ ィガ 時 々粘 液 標 ノ 喀 痕 ヲ排 泄 ス

rv。Turban-Gerhardt氏 ノ分 類 二從^バ 氣 胸 施 行 者 中

初 期 力●6例 、 二 期 ガ24例 、 三 期 力●6例 デ ア,レ。 コ ノ

群 ノ多 ク ノ 患 者 ハ 塘 殖 性 乃 至 ハ 増殖 性 硬 化性 結 核 デ

ア ツ タ ケ レ トモ12例 ハ明 ヵ 二滲 出 性 ト=看蝕 シ ウ,レ。

X綜 學 的 ニ ハ12例 二於 テ大 空洞 力「謹明 サ)v。

全 治 療 患者 中早 期 渡 潤 ハ唯4例 デ ア)v。全 治 滑 中 二病

肺 ノ全 虚 脱 ヲ途 ゲ得 タJVハ 唯3例 二過 ギナ イ。其 ノ他

ハ最 モ 強 ク虚 醗 シ得 タ ル モ ノデ 叢一 碁容 積 ノ匪 縮 デ ア

)v。Strangdurchbrennung,ソ ノ他 ノ輔 助 術 ・・適 用 シ

テ居 ラ ヌ。全治 者 二於 テ施 行 匂 レ氣 胸 期 間 ハ8例 力●1

年 未 浦、15例1-2年 、10例2-3年 、2例3-4年 、

唯1例 ハ4年 以上 。 滲 出液 ヲ生 ジタ7レモ 〃 ・36例 中

8。 何 レモ最 後 ノ数 果 ヲ阻 止 シタ,レモ ノナ シ。氣 腫 ヲ

生 ジタJVモ ノハ3例 。

臨 駄 的 泊億4596(全 及 ビ部 分 的 ヲ合 計 シテ)二i野 シ家

事 可能 ナ治癒 ハ40%デ アル。r刀 根 山 、 嶺 尾 抄)

結楼 性 疾 患 二於 ケ ルW三tebsky氏 補 饅結 合.所 謂

不 安 定性 五 感 及 ビ「ツペ ル ク リ ン、7レ ル ギ ー」二

就 キ テ ワ比 較 實 験

YoshioAokiuToruTsudomi:VergleichendeUnter' 　
suchungentiberdieWitebskyscbeKomplementbindu・

ngen,diesog.LabilitiitSreaktionenunddieTuber

kulinallergiebeituberku16senErkrankungen.

比 較 實 験 ト シテ100人 ノ種 々ナJV期 別 ノ 臨 肱 的 二確

實 ナ肺 結核 患 者 、日本 海 軍 二於 ケ ル肋 膜 炎一 帝 國海 軍

胸 膜 炎 ノ患 者58例 、 肺 尖 加 答 見 、 慢 性 氣 管枝 炎 ノ結

核 性 二疑 シイ患 者36例 及 肺 臓 外 ノ 結 核 患 者5例 力 ラ

ナ)V所 ノ199人 ノ患 者 二試 験 シ タ。婦 人 二於 テ ハ 月経

周 期 、妊 娠 及 附 認 器 疾 患 ノ影 響 ヲ血 液蛋 白 ノ不 安定 性

ノ上 二否 定 シ得 ナ イ カ ラ海 軍病 院 二材 料 ヲ求 メ、20-

30歳 ノ男 子 ノ ミ ヲ使用7・JVヲ 得 タ。

實験 成 綾

A.Witebsky氏 補 饅 結 合 反 態CW.KK.反 慮)ノ ・活 動

性 肺 結 核 二 於 テノ・他 ノ病 型 二 於 ケ ル ヨ リモ ヨ リ多 ク

亦 ヨ リ高 値 ノ陽性 度 トヨ リ明瞭 ナ反 磨 力 ヲ示 ス。活 動

性 以 外 ノ例 デハ40%が 弱 陽性 成棲 二過 ギザ ル ニ反 シ、

活 動 性 型 ナ,レ全76例 中46例 郎60%・ ・強 陽 性 デ ア,レ。

海 軍 胸 膜 炎 デ ハ 反 感物 質 が 比 較 的高 〃 詮 明 サ レ'レコ

トハ興 味 ザ ア ル.外 科 的結 核 中流 注 膿 瘍 ヲモ ツ タ腰 椎
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「カ リエ ス」群 及 腫 椎 「カ リエ7・Jト 肺 渡 洞 トヲモ ツタ

群 トニ於 テ ハW.K.K.反 慮 ハ陽 性 デ ア,レ。

B.比 較 實験 ト シテ所 謂 不 安定 反 慮 トンテ赤 沈 、滴 像,

コ スタ氏 反 慮 、 高 田氏 反 慮,凝 固榊 及 血 清 「リパ ー ゼ,

ヲ選 ン グ。

先 ヅW.K.K.反 慮 ト赤 沈 ト ノ關 係,ソ レ カ ラ例 へ ・f

W.KK.反 慮 ト滴像 、 滴像 ト赤沈 ノ知 〃各個 々問 ノ

相 互 關係 ヲ調 査 シタ。

1.W.K.K.反 慮 ト赤沈 トノ間 二 充 分 ナ'レー致 ハ ナ

イ。活 動 性 結 核 二於 テ ハ是 等 ノ反 慮 ハ 或'レ梶 度 下行 ヲ

示 ス、 郎78例 中58回 一 致 ザ ア リ@ll75%デ ア'レ。 他

ノ病 型 二於 テ ハ コ ノ ー=ツノ 反 懸 ・間 ニハ 李 行 關 係 ヲ

見出 ス コ トハ出 來 ヌ。

2.W.K.K.反 懸 ト滴 像 トノ 問 ニノ・密 接 ナ關 係 ノ・ナ

イガ滴 像 ト赤沈 トハ密 接 二ZF行 シ テ ヰ]v。

3.W.K.K.反 慮 レCosta氏 反 慮 トノ問 ニ ノ・Costa

氏 反 慮 ト赤 沈 トノ間 ノ様 二何 等 云 フベ キ李 行 ハ ナ イ。

4.W.K.K.反 庶 ト高 田氏 反 感 蚊 ビ ニ 高 田 氏 反 慮 ト

赤沈 トノ間 二 ・・亭 行 ハ成 立 セ ヌ。

5.W.K.K.反 感 ト凝 固 帯 及 ビ 凝 固 箒 ト赤 沈 トハ不

行 デ ナ イ.

6.W.K.K.反 磨 ト「リパーtNb・ ・決 シテ李 行 デ

ナ イ.然 シテ特 二肺結 核 ノ例 二於 テ 「リパー ゼ 」債 ト赤

沈 トノ間 ニ ハ卒行 ノ傾 向 ヲ見 出 ス コ トガ 出來,レ。肋 膜

炎 ノ輕 症結 核 二 於 テハ 正 常叉 ハ高 キ債 ヲ 見 ル ニ反 シ

肺 結 核 二於 テ ・・低 キ偵 ヲ 見,レ ト云 フ 事 實 ハ興味 力●ア

アレo

C.W.K.K.反 庶 ト「ソ ペ)レク リ ン、 ア レル ギー」.

W.K.K.反N.ハ 活 動 性 肺 結核 二於 テ・・Mantoux氏

反 懸 ト密接 ナ,レ關 係 が ア ル ト思 ノ・レ ル。活 動 性 型 ヨ リ

モ .W.K.K.反 感 ガ 弱 陽 性 デ ア,レ 所 ノ非 活 動 性 及 輕

1結 核 型 二於 テ ・・コ ノ關 係 ・・ナ イ。一般 二W.K.K.

反 磨 陽 性 ナJレ モ ノ・・Mantouxモ 陽 性7'ア ル.コv.二

反 シテAllergie陽 性 ナ'レニ血 清 反 感 陰 性 ナ)レモ ノモ

多 数 見 ラ レ,レ。コ レノ・治 癒 傾 向 ニ ア ル非 活 動 性 結 核 デ

ア)v。 「ツ ベ ル ク リ ソ」反 慮 ト赤 沈 ト・・4行 セ ヌ。W.

K.K.反 慮、 「ツ ベ ル ク リ ン、 アv)vギ ー」及 赤沈 ノ・實

際 二統 一 的 デ ナ ィ。

Witebsky結 核 補禮 結合 反 慮 ・・所 謂 不 安 定性 反 庶 二特

徴 ナ血 清 髪 化 ヲ示 サ メ。亦 「ツベ ル ク リン」投 輿 二俵 ル

が如 キ 「ア レ,レギー」状 態 ヲ 表 示 メ ル モ ノ デ モ ナ イコ

ト・・實 験 成棲 ニ ヨ リ明 カデ ア]v。W.KK.ノ 反 慮物
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質 ハ恐 ク ・・結 核 抗 盟 デ ア,レニ違 ヒ ナ イ。W.K.K.ヵ ●

抗 原 抗 胎 性 ノモ ノ ナ,レコ トハ)li'木tcノ 實敬 ノ示 ス所

デ アル。

著 者 等 ノ飢 察 二於 テ ハ 活 動 性結 核 ノ血 消 ハ80.9%、

非 活 動 性 ハ41.9%、 肋 膜 炎 ハ60.7%、 疑 ノ・シ キ紹 核

・・36・396 、 肺 外 結 核 ハ25.0%ノ 賜性 デ ア,レ。C,pra'核

性 疾 患 ノ型 ニ ヨ リ陽 性 串 ハ蔚 明 昌相 違 ヴテ オル。

青木 氏 ノ實験 二見,vWitebsky,Neuberg.Klopstock

並 二Blumenthal三 反 慮 力●極 メ テeリ 不 行 的 二 出現

ス ル貼 ハ大 イ ニ意 義 が ア,レ。唯 特 異性 二關 ンテ 相違 ア

ル ノ ミ。 著 者等 ノ 成績 モ 示 ス が如 ワW.K.K.ト 赤

沈 其 他 不 安 定 性 反 慮或 ハ 「ツ ベ'レ 〃 リ ソ、ア レ'レギー 」

トノ間 二・・根本 的 ノ相 違 が ア ル。

i欠二結 核血 清 二於 ケ'レW.K.K.物 質 ノ 吸 著 試験 ・・

Witebsky,Klingensteinカ ●良好 ナ,レ成 績 ヲ禦 ゲ テ オJレ

所 デ ア ツ テW・K.Kノ 抗原 一 抗胆 反 晦 ナ,レコ トヲ詮

明 ス'レ。(刀 根 山、 嶺 尾抄)

ヴヱル トマ ン氏亙 感 二就 キ テ

FranzPongor:UberdieWeltmannscheReaktion.

ヴェル トマ ソ 民 反 慮 ノ・所 謂 血 清凝 固 反感 デ ヴ呂ル トマ

ソ ニ ヨ レバ 滲 出性 結 核 ト壇 殖 性 結 核 トノ間 二 相 違 ア

リ ト云 ツ テ オ ル。 該 反 慮 ノ詳 細 ハ ヴ暑ル トマ ソ ノ原 著

二譲,レ カ●1%-0.1%ノ 「ク ローlv、 カ7レチ ウム」液5

ccm二 血 清0.1ccmヲ 加 へ振va・y沸 騰 セル重 湯 煎 中

二15分 オ ク ノデ ア ツ テ 紫 状 ノ生 ジテ わ レ試 験 管 迄

ヲ誼 ミKoagulationsbandト ス ル。 ヴェル トマ ソ ニ ョ

t!バKoagulationsband・ ・健 康 者 デ ・・1%一 一〇。5%デ

例 外 的 ニハ0.4%迄 ア リ之 ヲ正 常 範 園bス 。炎 症 機 榑

ノ際 ノ・0.9%一 一〇.6%デ ア リ短 縮 シ タb構 シ、 級 維 性

愛 化 ノ際'・0.4%-0.2%デ 延 長 ジタ ト稽 ス。

著 者 ハ200例 患 者 二就 キ 該 反 晦 ヲ施 行 セ ル ニ 健 康 者

ノ範 園 ハ0.35%デ アツ タ。

非 活 動 性肺 門 病愛 者28例 中75%ハ 陰 性 テ ア ツ タ。 培

殖 性病 竈 ヲ有 ス1レ30中70%ノ ・延 長 、培 殖 性 結 核 ニ シ

テ 空洞 形成 アJt/モ38中65.7%ハ 櫨 張。 滲 出性結 核 ニ

シテ空 洞 ナ キ モ ノ3例100%二 短 縮 、 滲 出性 結 核 ニ シ

テ 空洞 形成 アル モ ノ95中97.8%ノ ・短 縮 。

帥 千増 植 性 結 核 二於 テ ハ67・6%二 於 テ ノ ミ延 長 或 ハ

正 常範 園 二近 キKoagulationsbandヲ 示 ス ニ過 ギズ。

之 二反 シ滲 出性 結 核 ハ殆yド100%二 於 テ短 縮 ス。 即

チ 陽性(短 縮)ハ 滲 出性 機 鵜 ト關 係 ア リ。

次 二著 者等 ハ150例 二就 キ血 液Ca景 ヲ測 定 シタ7レニ

録
1

【第14燈

納核 ノ病理學的機鴨 ト血清Ca値 ■・21s行eメ、増疽性

;t滲as性 昌t同za=Ca債 ノ高キtノ ト低 キtノ か

γルヲ見タ.

100例;就 キWeltm&nm反 慮 ト血清Ca依 トヲ岡蕗

二測定 ヴタルニ反患陽性卵短縮 セ〃毫ノト陰性飾延

艮セル毫ノトニ於テCa値 ハ卒行的ナラずル ヲ見タ.

唯C8値 ノ10。4mg%迄 ノ・低値,11。5㎎%迄 ハ正僧.

コレ以上ハ上昇億ナ リト見ナヴ得〃コレハ巴 メラレ

ルデアラウ。

着者 ノ成績ハ滲出性炎症性ノ機轄ガソノ機序ハコγ

迄不明デアツタが反慮成績ヲ左右ス〃所 ノ因子デア

ルコ トヲ物3酌レモノデアル。(刀 根山.嶺 尾抄)

、0沈隆Eth昌3N人rveNnengMtewm
鑑 別 ノ實 駿

B.GrtSnberg:EinVersuchderTypendifferenzierung

humaner,bovinerundaviner.Tuberkurosebazinen

vermittelsderPriiZipitation.

著 者 ハ結 核 菌 ノ型 類 鑑 別 二沈 降 反 慮 ヲ用 ヒ.種 セ ノ種

族 ノ鶏 ヲ材 料 トス。

鳥 型 結 核 菌 ヲ以 テ 前慮 置 サ レ タ 籍 ノ血 清 ガ 陽 性 ヲ示

ス モ ノ

鳥型・… 故二同種 ノ… ・抗原 例 ノ60%

牛型 抗原 例 ノ20%

人型 抗原 例 ノ20%

牛型結核菌ヲ以テ前底置サ レタ,レ鶏 ノ血清 ガ腸性反

感 シタ'レモ1

牛型・… 故 二同種 ノ・… 抗原 例 ノ80%

人型 抗原 例 ノ70%

鳥型 抗原 例 ノ25%

人 型結核菌ヲ以テ前慮置サレタル鶏 ノ血清ガ 陽性反

磨 シタルモノ

人型… ・故 二同種 ノ・… 抗原 例 ノ60%

牛型 抗原 例 ノ55%

鳥型 抗原 例ノ55%

全封照 ハ常二陰性デアル。

故 二三型 ノKoch氏 結核菌ヲ以テ前虞置サvs鶏 ノ血

清・・各 々ノ型 二封 シテ等級ヅケラレタ沈降能力ヲ呈

スル トコロノ沈降素 ヲモツテヰル
。コノ沈降棄ハ澱密

二同種 ノPr5zipitinogen二 封 シテ最大二沈降スル能

力ヲ示ス。異種抗原禮 二封スル結核血清 ノ沈降反庶 二

婁ζ誤騨 難鴛猫 響 禦1
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レバ人及 牛 型 カ ラ 鳥型 ヲ 絶 封 的 礪 實 サ ヲ 以 テ鑑 別 シ

ウ ル ㍗云 フ結 論 ハ信 ジ得 ナ イ。確 實 ナ結 核 血 清 ハ同 種

抗 原 ヲ以 テ ノ沈 降 反 慮 ハ60--80%ノ 陽性 成 績 デ ア):/。

實験 ノ結 果 ニ ヨ レバ 正 常血 清 ハ 決 シテ 結 核 抗 原 トハ

反 磨 シナ イ。

鳥 型 結 核 菌 ヲ以 テ 前 虚 置 サ レタ 鵡1血 清 中 ニ ア ル沈

1降素 ・・同種 ノPrtizipitinogen二 封 シ帥.鳥型 二SS・y一

定 ノ特 異 性 ガ ア,レ。何 ソ トナ ラバ原 則 トシテ人 及 牛 型

ノPr5zipitinogenト ハ沈 降物 ヲツ ク ラヌ カ ラ デ ア♪レ。

沈降反慮 ノ成紙ニヨレバ人及牛型紹核菌 ノ抗原的性

質 ノ間ニハ差異ハナイ。何 ソトナレリ《同租 ノ哺乳動物

抗原ヲ以テ沈降サレル時モ異種 ノモノヲ以テ行ハレ

タ時モ隅性率ハ同ジダカラデアル。

沈降反慮 トー方鳥型縮核菌 ト他方哺乳勧物結核菌 ノ

抗原的性質ノ間二著明ナ差異 ヲ示スが、 然シナガラ

Koch氏 菌 ノ個 々ノ型ノ艦別二封 シテ絶i断的碗實ナル

補助手段 トハナラナイ。●(刀 根1.11b嶺尾抄')

結 核 外 寡 門 雑 誌

死 後 摘 出 セル 臓 器 及組 織 り 細 菌 學 的並 昌 組 織 學

的 楡 稟 ヨ リ親 タル結 楼 薗 ワ分 布 昌就 テ

1.成 人1肺 結 核 ノ際 得Bル 成 績

RDebr6etM,Perrault:Ladispersiondubacille

deKoch,jug6eparl'6tudebact6riologiqueethistolo.

giquedesorganesettissuspr61ev6spostmortem。

R6sultatsobtenuschezlestUberculeuxpulmomi祀s

adultes.(C.R.delaSoc.debiol.,1935,t.118,P.

28.)

近 時結 核 患 者 ノ流 血 中 ヲ結 核 菌 ガ 通過 シテ 諸 種 臓 器

二傳 楮 ス,レモ ノ カ ドウ カニ 就 テ 多数 ノ 研 究 が ア ツタ

ザ、未 ダ陽性 ノ成 績 ヲ得 ル ニ至 ラ ヌ。 著 者等 ノ・肺 結核

二罹 患 セ ル大 人 ノ患 者 デ 死 後肺 結 核 病 竈 ヨ リ 遠 隔 セ

ル場 所 ニ ア ル臓 器 雌 二組 織 ヲ摘 出 シテ、之 が組 織 學 的

及 細 菌 學 的 検 索 ヲ行 ツ タ所 、肺 結 核 患 者 二於 テ ハ終 末

性 菌 血 症 ノ存在 ヲ認 メズ。且 ツ是 等 肺結 核 患 者 ノ末 棺

臓 器及 組織 中 ニノ・一般 二結 核 菌 ヲ 含 有 ジナ イ 事 ヲ認

メ タ。 尚 ホA.SaenzetRobertBmcaモ 肺 結 核 患 者

ノ生 存 中 二於 テ モ 流 血 中結 核 菌 が 陰 性 ナ ル 事 ヲ述 べ

テ居 ル。從 ツ テ肺 結 核 患 者 デ結 核 菌 性 菌 血 症 ガ起 ル ノ

ハ例 外 的 ノモ ノ ト思 バ レル。(京 府 大 、 鈴 木 抄)

死 後 摘 出 セル 朧 器 及組 織 ワ 細 菌 學 的 蛇 二 組 織 學

的 槍 索 ヨ リ観 タル結 核 菌 ワ分 布 昌就 テ

2.結 核 性1雨 親 ヨ リ生 レタ ル初 生 見 並 二初 期結

核 感 染 初生 見 ノ剖 検 成 績

R.Debr6etM.Perrault:Ladispersiondubacille

deKochjug6epar1'6tudebact6riologiqueethisto・

10giquedesorganesettissuspr61ev6spostmortem.

R6sultatSobtenuschezlesnou1㎡ssonsissusde

parentstubercu1¢uxetchezlesnourrissonsatteints

de61sionsinitialesdetuberculose.

(C.R.delaSoc,debio1.,1935,t.118,p.31。)

著 者 等 ハ 死 後摘 出 シタ 初 生 見 ノ 末 梢 臓 器及 組 織 ヲ槍

索 シ次 ノ結 論 ヲ得 タ。即 チ初 生 見 ノ初 期結 核 ノ経 過 中

血 行 二依 ル結 核 菌 ノ移 動 バ ー 時 的 ノモ ノデ ア リ、血 行

ヲ通 過 ス ル結 核 菌 ノ数 モ少 鍛 二過 ギナ イ。且 ツ此 ノ結

核 菌 ノ移 動 ハA.SaenzetRobertBrocaガ 詮 明 ・ypt

様 二初 期病 竈 ノ進 行 中 二行 ・・レル ノ ヲ知 ル。而 ジテ何

レノ場 合 ニ アツ テ モ、病 竈 カ ラ ノ結 核 菌 ノ流 出 ノ・僅少

ニ シテ而 モ稀 デ ア ンレカ ラ、斯 カ ル少 数 ノ結 核 菌 ガ臓 器

中 二誘 導 セ ラ レテ モ 直 チ ニ 臓 器 内 デ 破 壊 サ レテ ジマ

フ モ ノデ ァル。(京 府 大 、 鈴 木 抄)

實 駿 的 結 核 症 呂於 ケ ル 「7レ ル ギ ー」 り局Sfi性 璽

化 ワ研 究

J.Kochanowski:Recherchessurlatopographie

allergiquedanslatuberculoseexp6rimentale.

(C.R.delaSoc.debioL,1935,t,118,p.102.)

本 實 験 ノ・BCG二 感 染 ジタ海 猿 ノ實 験 的 結 核 症 二

於 ケ'レAllergieノ 局 所 性 璽 化 ヲ研 究 シタ モ ノデ アJV.

印 チ著 者 ノ・BCGノ 馬 鈴 薯 培養 ノ50mgカ ラ200mg

ノ種 々 ノ菌 量 ヲ1ccmノ 食 盟水 二溶 カ シ タ モ ノ ヲ 用

ヰ、 之 ヲ常 二海 猿 ノ 腹 腔 内 二 注 射 シタ。 次 二皮 膚 ノ

「ア レ,レギー一一.」状 態 ヲ研 究 ス ァレ爲 メ ニ注 射 後15-20日

経 テ カ ラ 結 核感 染 海1戻 ノ皮 内 二TuberkulinO.0019

ヲ注 射 ス ル。 其 他 前虜 置 動物 二¥f・yLaparotomie或

ノ・Thorakotomieヲ 施 行 シ タ 後1%ノTuberkulin

O.1ccmヲ 腹 腔 内 、 胸 腔 内 ノ 諸 臓 器 ノ英 膜 下 二 注 射

ス 。 斯 〃操 作 セ ル後6-一一48時 間 デ動 物 ヲ屠 殺 シ、諸 臓

器(肝 臓 、 腹 膜 、 腸 壁 、肺 臓 及 肋 膜)二 就 テ組 織 學 的検

索 ヲ行 フ。而 シテ組 織 學 的検 索 ノ際 ・・圭 トシテ細 胞 性
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寝 潤(殊 二「エ オ ジ ソ」嗜 好細 胞 ノ増 加)ヲ 注 圓 ス,レ。

「エ オ ジ ソ」嗜 好 細 胞 ノ出 現 ・・1アVJVギ ー 」性 炎症 昌

特 有 ナ ル現 票 ト思 考 サ レ'レノデ、著 κ ハ之 ヲ倣紐 的 見

地 カ ラ研 究 ス ル コ トヲ企 テ タ。帥 チ著 者 ハ碗 検 ノ際 覗

野50個 中 二於 ケJV「 エ オ ジ ソ」嗜 好恕 胞 ノ7F均 数 ヲ測

定 シタ。之 ハ 「ア レル ギー」状 態 ノ比 較 的測 定 法 デ ア'レ

カ●、 組 織1cmm中 ニ ア ル 「エ オ ジ ソ」嗜 好 細 胞,徹 ノ概

算 ヲ得 ル ニ便 利 デ ァ ル。 著 者・ノ成 維 二櫨,レ1・.Tuber'

kuliniE射 ノ際 臓 器(肝 臓 、肺 臓)中=現 ハvル 「エ オ ジ

ソ」嗜 好 細 胞 性 反 慰 ハ 皮 膚 ノ反 臨性 ト姓 行 シナ イ。 皮

膚 反 慮性 ガ ア ル動 物 デ ハ 「エ オ ジ ン」嗜 好 性 細 胞 ・・肝

臓 及 肺 臓 デノ・既 二6-10時 間 デ 現 ハVJV。 然 シ皮 膚

反 慮 力●陰 性 ノ動 物 デ モTuberkulin注 射 後9-12日 縄

ツ ト現 バ レル。 反 之 、 腹 膜 、 肋 膜 、 腸 壁 ノ「ア レル ギ

ー」性 反 磨 ハ皮 膚 反 応 ト同時 二 城 ス,レモ ノデ ア ル。 而

モ腹 膜 ノ「ア レル ギ ー」性 反 慮 が一 番 強 イ ノ ヲ知 ル。

(京 府大 、 鈴 木 抄)

硫 酸 及酪 酸 ノ 毒性 ノ 比 較 研 究 二基 ク 哺 乳 動物 結

核 菌Bacillusparatuberculosus及Streptothrix

ワ分 類

A.Saenz,M.SadettinetLCosti1:Diff6rantiation

desbacillestUberculeuxetdesStreptothric6es,

r6v616eparl'6tudedelatoxicit6compar6eet1'acide

sulfuriqueetdel,acideac6tique.

(C.R.delaSoc.debioL,1935,t.118,p.215.)

既 二著 者 等 ノ・硫 酸 及 酷 酸 ノ人 型 、 牛型 、鳥 型 、結 核 菌

二及teス 作 用 ヲ比 較研 究 シBacillusparatuberculosus

二於 ケ ル ト同様R型 トS型 ノ愛 異 二就 テ登 表 ・Yタ。今

度 ノ・Streptothrix及Nocardia二 及 ボ ス 硫 酸 及酷 酸

ノ作 用 ヲモ併 セ テ述 べ テ居,レ。先 ヅ硫 酸}酷 酸/人 型

結 核 菌 二及 ボ ス 影 響 ヲ 見,レ ニ、10-20%ノ 硫 酸 ノ牛

時 間 ノ作 用 二於 テ ・・其 毒 性 ・・全 ク認 メ ラ レナ イ。 反

之 、酷 酸 ハ5%ノ 濃 度 デ既 二結 核 菌 ノ登 育 ヲ完 全 二防

止 ス]v。 次 二BacillusparatUberculosusデ 同 様 ノ實験

ヲ試 ミル ト、 硫 酸 ハ明 カニ菌 二封 シ有 害 デ アJVh'、5

%ノ 酷 酸 二封 シテ ノ・本 菌 ノ・能 ク抵抗 ス,レヲ知 ル。最 後

;Streptothrix及Nocardia二 封 ス,レ作 用 ヲ見'レ ニ、

硫 酸 モ 酷 酸 モ5-20%ノ 濃 度 デ 完 全 二 之 ガ號 育 ヲ防

止 ス ル ヲ知 ル。(京 府 大 、 鈴 木 抄)

劣 性 型 牛 型 結 核菌 り培 養 性 欺 ワ研 究

R.LaporteetU.Battaglini:Etudesdescaractbres

deculturedesbaci璽lestuberculeuxbovinsdysgoniques

録 【第14巻

(C・R,delaSoc.debio1.,1935,t,118,P.302・)

S・Grifftc箪 ハ 「グ リセ リ ン」培 養 基 .1=二於 ケ'レ緒 核 菌

ノ臓 育 ニノ・鷺 ツ ノ横 式 が アル事 ヲ遽 ベ タ.分 離 直 後 ノ

牛型 紹 核 繭 菌株 ノ 大 部 分 ハ 岡 培 養 基 上 二 於 ケ ル壁 育

ガ不 良 デ所 謂劣 性 型 ガ多 イ。 反 之,人 型 紹 核 菌 薦株 ノ

多 敬 ハ 「ゲ リセ リ ソ」培 養 基 上 二容 易 二駁 育 ヴ所 躍優

性 型 ヲ示 スモ ノヂ ア ル。著 者 ハ最 近 分 離 ヴ得 タ毒 性 張

キ牛 型 結 核 菌12株 二就 テ研 究 ヲ始 メ タ。 コ ノ繭株 ノ

中 デ普 通 ノ培 養 基 二生 工 難 イ劣 性 型 ノ 存 ス 〃 ノ ヲ琶

メ タ。 例^バ コ ノ萌 株 ノ・Mwen6tein氏 啓 通 培 養 基 デ

ノ・集 薄 が5-10週 後 二現 ハ レタ。 集 落 ノ数 モ少 ナ ク.

形 モ 小 サ ク テ時 二 「IV--ALJデ 見得 ル ニ過 ギ ナm't

モ ノ ガ アル.培 養 敬 ケ 月後 二於 テ 唖其 ノ大 サ 帽 針 頭 大

ヲ越 エ ヌ。 集 落 ノ色 ノ・眞珠 檬 白色 光 表 面 ハ光 禄 ガ ア

リ2F滑 デ ア]t/。 海狽 ノPassageデ 同形 ノ集 落 ヲ生 メ

ル が、 此 ノ際 ・・一層 集 落/大 サ ヲ 堆 ヴ1,5-2。Omm

ノ大 サ トナ ル。 培養 後4-5週 ニ シテ 集 落 ヲ生 ジ、 集

落 ノ・黄 色1澤 色 ヲ 示 ス。 古 イ集 落 ハ 屡 ζ桑 實 状 ヲ呈

シ、次 デ初 蜜 集 落 ノ表 面 二第 ニ ノ集 落 ザ現 バ レル。 然

シー 般 二集 落 ハ 植 替 へ 毎 二小 サ 〃ナ ツ テ シマ フ。次 二

「グ リセ リ ン」加 馬鈴 薯 培 養 基 上 デ ハ 豪 育 が 非 常 二不

良 デ 而 モ緩 徐 デ ア ル。叉 コ ノ普 癒 培 養 基 上 二於 テ ハ劣

性 ノ螢 育 ヲ示 ス 牛型 結 核 菌 ノ・他 ノ培 養 基特 二Besre

dkaノ 培 養 基 デ ・・非 常 二能 ク骸 育 シ集 落 ハ培 養 後4-

12Hデ 現 バ レル。(京 府 大 、 鈴 木 抄)

劣 性 型 牛 型 結 核 菌 ワ 形態 學 的 性 歌 卜菌 型 癬 離 現

象 ワ研 究

R.LaporteetU.Battaglini:Etudedescaracte1es

morphologiquesetdeladissociationdesbaCilles

tuberculeuxbovinsdysgoniques.:・

((二R・delaSoc・debiol・,1935,t.118,pe304.)

L6wenstein氏 培 養 基 上7'直 接 分 離 シタ 若 イ培 養 ハ液

膿 性 「メ ヂ ウム.Jヲ以 テ完 全 二 而 モ容 易 二Emulsionト

ナ シ得IV。 塗 抹 標 本 二 於 テ ハ本 結 核 菌 ハ多 ク孤 立 シテ

存 在 シ、 稀 二小塊 ヲ作 リテ 群 集 シ テ 存 在 ス。 形 ノ・短

(0.6-O.8μ)ニ シ テ、 雨 端 ・・尖 リ、 鉛 直或 ハ轡 曲 ヲ呈

ス・ 古 ク ナ,レ ト屡 ミ不 規 則 ナ ル形 ヲ示 ス。一 般 二古 イ

集 落 ハ容 易 二Emulsionト ナ ラヌ.

次 二JensenetF・im・dt・M611erが 述 べ 噸 二結 核 菌

ノ劣 性 型 ハ 自然 的 二優 性 型 二解 離 ス ル モ ノデ ア ル
。此

ノ型 ノ解 離 ハ 人型 結 核 菌 デ ハ 必 骸 ノ 現 象 デ ア,レ が牛

型 結 核 菌 デ ハ稀 デ アル。著 者 ハ 牛 ノ結 核 性 淋 巴結 節 ヲ,
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磨K・ ・yタE㎜lsionヲ 接 種 シ タ 海 瞑 ノ 肝 臓 カラ 培 養

シ経 タ培 養 基 中 デ 明 カ ニ コ ノ 解 離 ヲ 認 メ ル コ トガ 出

來 タ。 帥 チ培 養 後4週 日後 二 小 サ4雫 滑 ナ 集落 中 二

〇paleszierendノ 灰 白色 ノ集 落 が生 エ タ。 本 集 落 ・'速

カ ニ突 出 シ來 リ、 甘 藍 様 ノ不規 則 形 ヲ呈 シ、表面 ハ純

光 且 ツ小 撤 ヲ呈 シタ。此 ノR型 即 チ優 性 型 菌 ハ速 力二

壁 育 ン培 養 基 ヲ蔽 ヒ始 メ タ。然 ル ニ其 他 ノ劣性 型菌 ノ

ZF滑 集 落 ノ・培 養 後3ケ 月縄 ツ テ モ 未 ダ 以 前 ト少 シモ

璽 化 ヲ示 サ ナ カ ツタ。以 上 ノ事 實 ハ不 滑 集 落 ヲ示 ス劣

性 型 菌 が 小厳 ヲ有 ス ル集 落 ヲ 示 ス優 性 型 菌 二 解離 シ

得 ル モ ノナ ル コ トヲ示 ス モ ノデ アル。一般 二李 滑 集 落

モ小 厳 ノア ル集落 モ何 レモ海 撰 、家 兎 二封 シ 大 ナル 毒

力 ヲ有 ス ルモ ノデ ア ル。(京 府 大 、 鈴 木 抄)

結 楼酋 りAcetonextrakt注 射 法 昌 依 り得 タル結

楼 菌 ■¥滑 聚 落 ノ生 物 學的 性 歌 昌就 テ

LN』greetJeBretey:Surcertainepropri6t6s

biologiquesdescultUreslissesdebacillestuberculeux

obtenuesparlam6thodedesinjectionsd'extrait

ac6toniquedebacillesdeKoch.":C.R.delaSoc.

debiol.,1935.t11&P.295)

著 者 等 ハ結 核材 料 ヲ接種 シタ海 猿 二結 核 菌 ノAceton・

extraktヲ 頻 回 注 射 シ、 其 後 同海 瞑 ノ 結 核病 竃 カ ラ

材料 ヲ得 テ之 ヲL6wenstein氏 培 養 基 二植 工、 小 縁 ア

ル集 落 卜卒 滑 集落 ヲ有 ス ル抗 駿性 菌 ヲ得 タ。是 等雨 集

落 ノ生 物 學 的性 状 ヲ見 ル ニ、卒 滑 集 落 菌 株 ノ凡 テ ・・室

温 デノ・登 育 シナ イ。38℃7'SautOn氏 培 養 基 ノ表 面

二薄 イ膜 状 二豪 育 ス'レ。 而 モ コ ノ菌 株 ノ5-10mgヲ

海 瞑 二皮 下接 種 スlvモ 毒 力 ヲ示 サ ナ イ。 只B6c株 ノ

ミ家 兎 二封 ン有 毒 デ、1.0-0.01mgノ 静 脹 内 接 種 デ

家 兎誼 二家 鵡 ヲ3-4週 デ驚 ス ノ ヲ見 タ。 次 二 著 者 等

ノ・之 ヲ以 テ 海 瞑 ヲ 免疫 セ ン事 ヲ試 ミ、B6c株 ノ李 滑

集 落 ノ10mgヲ 皮下 二 豫 メ注 射 シ、 其 後6週 経 過 セ

,レ後 他 ノ牛 型 結 核 菌 ノ0.005mgノ 皮 下 接種 ヲ行 ツ タ

所 該 結 核惑 染 二 封 ジ極 メ テ 強 イ抵 抗 性 ヲ 示 ス ノ ヲ 見

タ。(京 府 大、 鈴木 抄 〉

鶏 「コ レラ ワク チ ン」及 同 培 養 濾液 ワ 實 駿 的 海 瞑

結 核 ノ進 行 二及 ボ ス影 響

J.ValtisetF.VanDeinse:Influencedesinoculat-

ionsr6P6t6esdeva㏄inaPasteurellaetdefiltrats

deCulturessur1'6volutiondelatuberculoseexp6r。

imentaleduC6baye(C.R.delaS㏄.debioL,1935.

t,119.p.403)

録

以 前 二著 者 ハ縞 核性 海 狽 二於 テ ニ 次 的 ノ鶴 「コ レ ラ」

ノ感 染 ガ 買 験 的海 痩結 核 ノ進 行 ヲ 阻 止 ヌ ル 作 用 が ア

,レ梯 二思 ツタ ノデ緩 イテ 仁研 究 ヲ行 ヅ タ モ ノ デ アル。

先 ヅ第 一實 験 二於 テ24匹 ノ海瞑 ノ皮 下 二毒 性 強 キ縞

核 菌('卜型H株)、O.OOOlmgヲ 接種v4。 第1群 ノ封

照 海誤 群(6匹)ハ 接種 後 不 均89日 デ驚 死 ヴタ。 次1

第2群(6匹)・ ・稿 「コ レラ」菌 ノfk菌 液 ノ1ccmヲ 皮 下

二牛 週 毎 二注 射 ヴ テ治療 ヴタ カ●、 李 均77日 デ絡 核 デ

艶 死 ・yPt。次 ノ第3群(6匹)ノ ・O.5%ノ 割 二fホ ルrP
'リ
ン」ヲ加 へS稿 「コ レう 適 「ワ 〃チ ソ」ノ1ccmヲ 皮

下 二牛 週 毎 二注 射 シ テ治 療 シタ が、 接 種 後 卒 均49日

デ艶 死 シ タ。 最 後 ノ第4群(6匹)ニ ノ・70。Cデ1時

間 加 温 段 菌 シタ鶏iコvラ ワ 〃 チ ソ:ヲ 皮 下 二 牛遇 毎

二注 射 ジタ が、 是 等 ノ動 物 ハ接 種 後 李 均53日 デ覧 死

・Yタ。 次 二第2貴 験 二於 テ、8匹 ノ海 瞑 ノ皮 下 二毒 力

ア'レ結 核 菌(牛 型1株)ノ0.㎜1mgヲ 接 種 ジタ 所 コ

ノ中3匹(封 照)ハ 接 種 後 卒 均80日 デ驚 死 シ、 硬,)ノ

5匹 ハ稿 「コ レラ」菌培 養 ヲChamberlandL、 テ耀 過

・Yタモ ノ ヲ皮 下 二注 射 シタ が 李均50Hデ 弊死 シ タ。以

上 ノ實 験 カ ラ種 々 ノ方 法 デ製 造 シ タ鶏 「コ レラ ワ ク チ

ソ」蛇 二同 培養 濾 液 ハ、 比 較 的少 量毒 性 強 キ結 核 菌 ヲ

接 種 ン タ 結 核罹 患海 猿 二 封 シ 結 核 惑 染 ノ進 行 ヲ阻止

シナ イ ノ ミナ ラ ズ、反 封 二結 核 ノ進 行 ヲ助 長 ス ル モ ノ

ナ ル コ トヲ知 ル。(京 府 大、 鈴 木 抄)

漿液 性 繊 維 素 性 肋 膜 滲 出 液 中 二 於 ケ ル 結 楼 茜 ノ

分離 培 養戴 呂該 菌 ノ海 撰 接 種 法 り比 較 研 究

A.Saenz,J.・M.deMigueletL.Costil:Recherche

Comparative,parlacultureet1'inoculationauCo-

baye,pOur1'isolementdubacilledeKochdansles

6panchementsS…r()-fibrineuxdelaPlbvre.C.R.

delaSoc.debiol.,1935.t118.P.410)

漿 液 中 ノ結 核 菌 ノ謹 明 ハ困 難 ナ モ ノデ ア ル ガ、者 者 等

・・囑 特 ノ方 法 ヲ 用 ヰ テ 結核 性肋 膜 炎 二 就 テ實験 ヲ行

ツ タ.即 チ漿 液 性 繊 維 素 性 肋 膜 滲 出液 ヲ15-20ccm

無 菌 的 二 探 取 シ、10%ノ 拘臓 酸 曹 達 ヲ 加 ヘ テ 凝 固 ヲ

防 ギ タ,レ後 之 ヲ15分 間 遠 心 、 沈 渣 ヲ2ツ ニ分 ケ ルv

豊Pチ沈 渣1ccmヲ2㏄mノ 食 縢水 中 二溶 カ シ之 ヲ2

匹 ノ海 撰 ノ皮 下 二接 種 ス。沈 渣 ノ残 リノ・乳 鉢 中 デ無 菌

ノ砂 ヲ加 ヘ テ磨 確 シ、15%ノ 硫 酸1ccmヲ 加 ヘ テ15分

間放 置 ス。 次 二指 示 藥 ト シ「リbマ ス:液 ノ1-2滴 ヲ

加 へ 、 弱 酸 性 ニ ナ ル で デ30%ノ 曹 達 液 ヲ 加 ヘ ル。 之

ヲ6仁 ノL6wenstein氏 培 養 基叉 ハPetragnani氏 培
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養 基 二植 工lv。 培 養 試敬 管 ハ水 準 ノ位 置 デノ・38℃ ノ

艀 竈 中 二入 レル。 以 上 ノ方 法 二俵 リ著 者 ハ15例 ノ肋

膜 炎 ノ際 滲 出 液 二 就 テ直接 ノ 結 核 菌 謹 明 ハ 陰 性 デ ア

ツタ ガ、 約60%二 於 テ 結 核 菌 ヲ培 養W.明er得 タA一

方海 狽 へ!接 種 ハ30θ 」シ カ陽性 成 績 ヲ示 サ ナ カ ツ4。

(京 府 大 、 鈴 木 抄)

肺 結 核 症 呂於 ケ ルWeltmann氏 血 漕 疑 園 笈 埴 並

昌Takata・Ara氏 亙 窟

G.Carribre,P.MartinetA.Dufoss6:Las6ro・c`〕a・

gulationdeWeltniannetlar6actiondeTakata・Ara

danslatUberculosepulmonaire(C.R.delaSoc.de

biol.,1935.t.118.P.460)

著 者 ノ・27例 ノ肺 結 核 患 舌 二於 テWeltmann氏 血 清 凝

固 反慮 トTakata・Ara氏 反 慮U實 施 ・yPt。叉Polo・

novskietWarembourgノ 力法 二tSiJ血 清 蛋 白商 、

Westergreen氏 法 二俵'レ 赤 血 球 沈 降 速 度 モ 併 セ テ測

定 シ タ。 共 結 果Weltmann氏 血 清 凝 固 反 慮 ・・結 核 ノ

種 類(滲 出 性、 成 形 性)二 從 ヒ愛 化 ス ル ノ ヲ認 メ タ.

即 チ成 形 性 ノモ ノ デ ハ減 少 シ、繊 維 素 性 ノモ ノ デ ハ培

加 ス ル。 全 ク特 異 性 デ ハ ナ イ が、之 二依 リ症 状 ガ滲 出

性 力繊 維 素 性 カ ヲ表 ハ ス 襟 二思 ・・レル。次 二赤 血 球 沈

降速 度 トTakata・Ara氏 反 懸 ノ成 績 バー 致 シナ イ。 叉

T8kata・Ara氏 反 磨 ・・全 ク 血 清 ノ蛋 白商 二關 係 スJvee

二思 バ レル。(京 府 大、 鈴木 抄)

人 類 ノTuberku!in皮 虐Allergie呂 及 ボ ス人 工

熱 ノ影 響

CH.GernezetCH.Marchandise:Influencedela

fievreprovoqu6etubercUliniquechezl'homme(C

R.delaSoc.debioL,1935et,118.p.462)

著 者 ハ壁 熱 療 法 が 結 核 以外 ノ 他 ノ疾 患 二 罹 ツ テ居'レ

患 者1Tuberkulin二 依 ル皮 膚 反 磨 ヲ低 下 セ シメ)レ ノ

ヲ認 メ タ。 年 齢20-60歳 デ 圭 トシテ 紳 経 性 疾 患 及

「リユ ウvチ ス 」性疾 患 二罹 患 セ)レ20人 二Pasteur研

究 所 ノ生 マ ノTuberkulinヲ 用 ヰ テ實 験 ・Yタ。 ソ シテ

皮 膚 反 慮 ヲ施 行 スル 前、翌 日叉 ハ其 ノ後 二軟 性 下 府 菌

「ワ ク チ ソ」特 二Dmelcos「 ソ クチ ン」ヲ静 脈 内 二1.5

-3.Occm注 射 シ タ。結 果 ノ・次 ノ如 クデ ア'レ。 既 二盤

温 最高 二達e)レ 時 二Tuberkulin二 俵7レ 皮 膚反 慮 ガ充

分 成 立 セ ル時 ノ・高 温 ノ・何 等 抑制 作用 ヲ示 サ ナ イ。即 チ

骸 熱10時 間 前 二皮 膚 反塵 ヲ施 行 メvバ 封 照 實験 二於

ケ ル ト同檬 皮 膚 反 慮 ノ・進 行 ス ル。 反 之 、高 温 ノ・次 ノ條

件 デTuberkulin皮 膚 反 慮 ヲ 抑制 ス フレ。a)盟 温 最 高

録 【第14巻

昌達 ス ル前5--7"S間 前 二皮 膚 反 膨 ヲ行^バ 皮 膚 反 嵐

ノ・微 朋 トナ リ、遅 延 ヴ且 ヅ反 慮 期 聞 毫短 縮 セ ラ レ〃・

hl少 ク1・t螢 熟 前5時 間 前=皮 膚 反 廠 ヲ施 行 ス レバ

皮 膚 反 慮 ハ 完 金 二陰 性 二止 マ 〃.人 工 的 二葱 起 ヴ得 タ

Tuberkulin皮 膚 反 慮 ノAnergieノ 期 間 ハ 人 二 曽 り蓮

フ カ・大 禮 解 熟 後10時 間 経 過 スv/t無 〃ナ 〃。 ソ レ数

其1ノ 以 後 二 皮 膚 反 鰹 ヲ 施 行 ス ル ト弧 度 ノ 反 磨 ガ現 バ

レル。 叉 高 温 ノ糧 度 がAnergieノ 成 立 二著 ヴク蘭 係

ス,レtノ デ ア ル。 即 チDmelcosヲ2㏄m注 射t/4ガ

盟 温 上 昇tj・38℃ 以 下 二過 ギナ カソ タ2人 ノe者=於

テ ハ 皮 膚 反 脇 ハ全 ク影 響 サ レナ カ ツタ。

要 之 、軟 性 下 府 菌 「ワ クチ'」 ノ解 脹 内 注 射 二俄 り一 遇

性 ノ盟 温 上 昇 ヲ惹 起 ス ル時 ハ貨 験 的 二Tuberkulin皮

膚 反 慮 ノAnergieヲ 醗 明7・tv事 ガ出來Pt.コ ノA-

nergieバ ー 過 性 デ ア リ,之 ハ儘 温 上 昇機 能 二因 ル モ ノ

デ 流 血 中 二 注 射 サ レタAntjgenノ 性 質 二因ptiモ ノ7

ノ・無4。 事 實Dmelcosノ 解 脹 内 注 射 ノ際 患 者 ノ嘘 温

上 昇 が 著 シ クナ イ時 ハ 皮 膚 ノ反磨 性 二封 シ 何 等 ノ作

用 ヲ持 タ ナ コ イ トヲ知 ル。 以 上 ノ事 實 へ 恐 クー 定 ノ

有 熟 性 急 性 傳 染 病 ノ際Tuberkulin反 磨 ヲ検 査 シHa-

utanergieが 成 立 ス ル事 實 ヲ謹 明 ス ル嫌 二思 ハvレ 。

(京 府 大 、 鈴木 抄)

痛 毒材 料 ヲ接 種 シ 更 昌結 楼 薗 ノAcetonemkt

ノ注射 ヲ施 行 セ ル 海 撰 ヨ リ得 タ ル 實 駿 成 組 ワ債

値 昌就 テ

LNもgre,J.BreteyetO.Gehrardi:Surlavaleur

desr6sultatsobtemsChezlescobayesin㏄u16savec

unproduitpathologiqueettrait6spardesinjections

d'extraitac6tOniquedebacilledeK㏄h .(C.R.de

laSoc・debio皇"1935・t.118.P.649)

以 前 著 者 ノ1人 ハJ.Valtis,F.VanDeinseetJe

Beerensト 共 二 海 瞑 二 結 核 ノ疑 ノ・シ イ 病 毒 材 料 ヲ接

種lt)レ 後 牛 週 毎 二3ケ 月 二 亙 り結 核 菌 ノAcetOnext-

raktlccm宛 ヲ注 射 ス ル時 ハ 軍 純 ナ接 種 力・陰 性 二絡

ル場 合 デ モ他 ノ 方 法 二俵 リ 材 料 中 ノ結 核 菌 が時 トシ

テ 出 テ來,レ コ トヲ報 告 シタ。著 者 等 ハ之 力。偵 値 ヲ確 メ

ソ ト欲 シ次 ノ實験 ヲ行 ツ タ。先 ヅ新 鮮 ナ ル1群 ノ海 瞑

二結 核 菌Acetonextrakt/1ccm宛 ヲ00--75日 間 二

亙 リ牛 週 毎 二皮 下 二注 射 シ後 動 物 ヲ屠 殺 シ、 ソ ノ淋 巴

腺 及 臓 器 ヲ培養 セ'レモ 小 雛 ア ル 聚 落 ヲ 有 ス ル結 核 菌

ノ詮 明 ハ凡 テ陰 性 二終 ツ タ。 只4.5%二 於 テ是 等 動 物

カ ラ李 滑 聚 落 ヲ 有 ス,レ 抗 酸 性 菌 ヲ 分 離 シ得 タ ザ該 菌
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ハ海 狽」 家 兎、家 錫 昌封 シテ全 ク毒 性 が無 カ ツ タ。 反

之 、Xメ 病 毒 材 料 ヲ接 種 シ更 二結 核 菌 ノAcetonextrakt

ヲ注 射 シタ 海 猿 二 於 テ ハ24.4%二 於 テ陽 性 戊 績 ヲ得

タ。 郎 チ腫 大 セ ル淋 巴 腺 ノ材 料 ヲ培 養 ス ル ト、海 旗 二

封 シ毒 性 強 キ雛 ア ル聚 落 ヲ有 ス ル結 核 菌 卜、静脹 内接

種 二俵 ウ家 兎、家 鵠 二封 シ毒 性 ヲ示 スZF滑 聚 落 ノ抗 酸

性 菌 トヲ得 タ.且 ツ コ ノ培 養 シ得 タ結 核 菌 ハ海 瞑 ノ 自

然 的結 核 感 染 ノ場 合 丈 除 ケ バ 大 多数 ノ 場 合 接種 材 料

中 ノ結 核 菌 二 由來 ス,レモ ノナ,レ コ トヲ知,レ。

(京 府 大 、 鈴木 抄)

結 核 菌1Lyse昌 及 ボ スpHI影 響

R.,O.Prudhomme:InfluencedupHsurlalysedes

bacillestubとrculeux(C.R.delaSoc.debiol.,1935.

t.118.p.983)

Ph.SpaniergG.Boievska,E.TchertkovaetLSe・

rebrennikovaハ 結 核 菌 力●5%ノ 「ヌ 〃 レイ ン」酸 溶 液

二俵 り37。C72時 間 デ溶 解 スIvコ トヲ 報 告 シタ ノデ

著 者 ハ 之 ガ 追 試 ヲ行 ツ タ。 即 チ結 核 菌 ノEmulsion

1㏄mヲ5%「 ヌク レイ ソ」酸 溶 液 ・1ccmb混 合 シ

タ。 叉 「ヌ クvイy」 酸 ハByla會 肚 ノ1934年5月 號

責 ノ モ ノ(pH=2.40)、1934年9月 機 費 ノ モ ノ(pH=

2.54).1934年10月 蟹 費 ノモ ノ(pH=2.60)3種 ヲ用

ヰ實 験 ヲ行 ツ タ カ'結果 ハ陰 性 二終 ソ4。 今1934年5

月曇 責 ノ「ヌ クv4ソ 」酸(pH=2.40)ノpHヲ1.9一

直 ・Yタモ ノ ヲ結 核 菌 二加 ヘ テ37。Cノ 艀 竈 中 二放 置 ス

ル ト前 者 二於 テ ハ結 核 菌 が 俵 然 トシテ 抗酸 性 二留 マ

,レニ拘 ノ・ラズ、pHカ ●1.9ノ 「ヌ〃 レ イ ン」酸 中 ノ結 核

菌 ハ 既 二4日 デ染 マ ラ ヌ檬 ニ ナ ル。 即 チPh.Spanier

等 が陽 性 ノ成 績 ヲ得 タ 〃 ・恐 クMerck會 杜 ノ 巳ヌ ク

・ノイ ン'」酸 ノpHカ ●2.0以 下 デ ア ツ タ爲 メ ト思 ・・v7レ

從 ツ テ叉 結 核 菌 二封 ス ル特 異 性 ノ溶 菌 作 用 ノ・「ヌ ク レ

イ ソ」酸 自身 ニ ア ラズ シテ 其 ノ酸 性 度 二依 ル モ ノ ト思

ハv,v。 郎 チ結 核 菌 ハpH)'2.0以 下 ノ 時 ノ・直 チ ニ

抗 酸 性 ヲ失 ヒ、次 デ崩 堤 ス ル。 酸 性 度 ガ其 レ以 上 強 イ

時 ハー 層 速 カニ 崩 壊 ス ル。 爾 ホ結 核 菌 ノ・濃 厚 ナ ル唖

酸 、 硫 酸、硝酸 二會 ソ テ ・・5分 間 デ完 全 二消 失 ス,レモ

ノデ ァ ル。(京 府大 、鈴 木 抄)

Tuberkulin皮 膚 及 癒 ワ強 度 二 及 ボ ス非 特 異性 因

子 ワ作 用 二就 テ

CH.GemezetCH.Marchandise:Actiondecertains

facteursnonsp6cifiquessurl,intensit6delacuti.

r6actiontuberculinique(C.R.delaSoc.debiol.

録

1935.t.118,p.996)

著 者'・既 二人 工 鼎 力●Tuberkulinallergie.ヲ 有 ス ル患

者 二於 テー 時 性 ノTuberkulimnergieヲ 慧 起 ス7レ コ

トヲ述 べ タ。 郎 チ皮 膚 ノTuberkulinallergie2・ 一一.定

ノ非 特 異 性 因 子 ニ ヨ リ 弱 メ ラ レ又 ハ 失 バ レル ノ ヲ見

'レ。 叉Frommel,SierroetBachmann(Pre8sem6di・

cale,1933,P.1218)ハ 皮 膚 ノTuberkulinallergieト 皮

膚 ノQuaddelreso叩tionszeit(Q.R.Z.)ト ノ間 ニー 定

ノ關 係 ノ ア,レコ1・ヲ述 べ タ。 從 ツ テ著 者 唖Aldrich・

MacClure氏 法 二依'レQ.R.Z・ ノ速 サb皮 膚 ノ

Tuberkulinallergieノ 減 弱 度 トノ關 係 二就 キ調 ベ タ カ'

一 定 ノ蛇 行 的 關 係 ハ 之 ヲ認 メ ル事 が出來 ナ カツ タ。反

之 、 赫 縄 系 統 疾 患 、血 管 帥 経 ノ疾 患 並 二循 理 器 ノ疾 患

ノ・皮膚 ノTuberkulin反 慮 ノ塑 化 二封 ・y大ナJV役 割 ヲ

演 ズ ル モ ノ ナ ル コ ト ヲ認 メ タ。(京 府 大 、 鈴 木 抄 ノ

肋 膜 ノ結 核 菌 性 重 感 染 昌就 テ

A.BoquetetR.Laporte:SurinfectiontubercUleuse

pleurale(C.R.delaSoc.debio1.,1935,t.118,p.

1267)

著 者 ノ・海 狸 、家 兎 ヲ用 ヰ肋 膜 二封 ス ル結 核 菌 重 感 染 ノ

實 験 ヲ試 ミ、重 感 染 二依 リ壁側 肋 膜 二Tuberkelガ 形

成 セ ラ レ、或場 合 ニノ・出血 性 滲 出液 ト肋 膜 癒 著 ノ生 ズ

ル ヲ認 メ タ。 著 者 ノ・肋膜 滲 出液 ノ 産 生 ハK㏄h氏 現

象 或 ノ・Bail氏 現 象 ノ種 類 ノ標 二敏 感 性 ノ肋 膜 中 二菌

髄 ガ急 激 二侵 入 シ起 ル標 ナ 初 蛋 反 晦1糠 ナ モ1ト ハ

何 等 關係 が無 イ。即 チ漿 液 性 繊 維 素 性 肋 膜 炎 ハ粘 膜 二

封 シ結 核 菌 が 引績 キ 盆 々盛 二 播 種 セ ラ レル 結 果 ニ ョ

ツ テ生 ズ ル モ ノ デ ア'レ ト見 傲 ス。且 ツ著 者 ハ結 核 菌 ノ

粘 膜 散 布 ハ肋 膜 局 所 ノ結 核 菌 ノ 重 感 染 二 因 ル モ ノデ.

漿 液 性 繊 維 素 性 肋 膜 炎 ノ 成 因 ハ 此1肋 膜 ノ病 竈 ヵ ラ

噺 エ ズ送 ラ レル結 核 菌 ノ刺 戟 ナ リ。或 ハ断 エ ザ ル炎 症

性 反 慮 物 質 ノ刺 戟 二依 リ惹 起 セ ラ レ タ局所 性Allergie

性 反 慮 ノ結 果 ト思 考 シテ キ ル。(京 府 大 、 鈴 木 抄).

結 核 菌 ワ乳 腺 並 呂胎 盤 逼 過 二就 テ

A.GaiginskyetJ.Petresco:Surlepassagedu

bacil且edeKochdans且esglandesmammairesetと

traversleplacenta(C.R.delaSoc.debiol.,1935.

t-118.p.1280)

著 者 バー 群 ノ妊 娠 セ ル雌 性 海 猿(16匹)ノ 氣 管 内 二牛

型 結 核 菌 ノ0.001mg(10匹)及0.01mg(6匹)ヲ 接種

シ接 種 後 其 乳 腺 ヲ切 除 シ検 査 匂 レモ.乳 腺 ・・何 等結 核

性 病 墜 ヲ呈 セ ズ。且 ツ乳 腺 中結 核 菌 ノ存 在 ヲ認 メ得 ナ
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カツ タ。 之 二反er二 群 ノ雌 性 海 狽30匹(中24匹 ハ妊

娠 匂 レモ ノ)二 封 ン岬 脈 内 二 同一 牛型 結 核 菌 ヲ注 射 セ

lv後 乳 腺 ヲ切 除V之 ヲ培 養 検 査 セ'レニ、30例 中15例

二於 テ結 核 菌 ヲ培 養 シ得 タ。 他 ノ12例 ハ 直接 培 養 ハ

陰 性 ナ リ シ毫、他 ノ海 狽 二乳 腺乳 剤 ヲ注 射 ン始 メ テ陽

性 ノ成 績 ヲ得,レ コ トが出來 タ。 即 チ繍 計17例 二於 テ

陽性 ノ結 果 ヲ得 テ ヰlvn侮 ホ19例 中3例 二於 テ胎 免

臓 器 ヲ以 テ シ テ培 養 上 、且 ツ海狽 接種 上 陽性 ノ成 績 ヲ

得 タ。部 チ結 核 菌 ノ解 脈 内 接 種 ノ際 ハ納 核 菌 ノ胎 盟 通

過 ノ可 能 ナ ル ヲ知 ル。(京 府 た、 鈴木 抄)

脳 膜 炎 ヲ 俘^ル 粟 粒 結 核 ノ ー例 呂 於,鵬 脊 随 液

及 血 液 ヨ リNもgre,ValtisetVanDein・e氏 法

二依 り分 離 セ ルニ 種 ノ結 楼 薗1毒 性 昌就9L

P.Armand.DelilieetH.Gavois:Surlavirulence

dedeuxsouchesdiff6rentsdebacillestuber℃uleux

isol6srespectivementduliquidc6phal().rachidienet

dusangpar]am6thodedeNむgre,ValtisetVan

DeinsedansuncasdetUberculosemiliaireavec

m6ningite.(C.R.delaSoc.debioL,1935.t118.

P.1317)

粟粒 結核 ノ1例 二就 テ 著 者 ノ・結 核 菌 ノ2種 帥 チR型

ノ2種 二分 離 シ得 タ が、其 ノ性 状 並 二毒 性 ハ 互 二著 シ

ク異 ツ テ ヰ ル ノ ヲ認 メタ。直 接 培養 法 二依 リ膏 髄 液 カ

ラ分 離 シ得 タ第 一 菌株 ハ 極 メ テ 毒 性 強 ク 人 型 結 核 菌

トシテ ノ凡 テ ノ性 状 ヲ具 備 シ テ居 ル。 部 チ1,100mg

デ海 瞑 ヲ6週 間 デ 弊 ス が 家 兎 二US・yテ ハ 毒 性 が無 カ

ソ タ。次 二第2菌 株 ハ間 接 法 二俵 リ血 液 カ ラ分 離 シ得

タ モ ノ7'、 先 ヅ血 液 ヲ 海 瞑 二 接 種 ン其 後LNegre,

J.ValtisetF.VanDeinse氏 等 二依 リ推 奨 セ ラvテ

ヰlv方 法 二從 ヒ結 核 菌 ノAcetonextraktlノ 注 射 ニ ヨ

リ該海 猿 臓 器 ヨ リ培 養 シ得 タ モ ノデ ア ル。之 ノ菌 株 ハ

培養 シ難 ク、叉 牛型 結 核 菌 ノー般 性 状 二於 テ 見 ル標 二

海 瞑 二封 ジ毒 性少 ナ ク、而 モ家 兎 二封 シ毒 性 が強 イ。

伺 是 等27ノ 結 核 菌 ノ間 二存 ス,レ差 異 ノ原 因 ハ其 起 原

(脊 髄 液 或 ノ・血 液)ノ 相違 二蹄 ス ル モ ノナ リヤ、叉 ノ・分

離 方 法 二依 ル 攣 化 二 媒 ク モ ノナ ル カ ノ 疑 問 二封 シテ

ノ・者 者 ・・未 ダ決 定 シ得 ナ イ様 デ ア,レ。

(京 府 大、 鈴 木 抄)

BCGヨ リ得 ラ レタ ル同 質 性 培 養1生 物 學 的性 質

P.Denys:Propri6t6sbiologiquesd'uneculture

homogeneobtenueauxd6pensduBCG.

(Comptesrendusd.S6ancesd.1.Soci6t6d.Bio1ρgie
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TomeCXVIII,No.8,1935.)

前 同 二於 テ2株 ノBCGヲ 岡質 性 培 養 二 愛 化 ス'レ方

法 ヲ城 表 セ ル が今 同 ハ ソ ノ 性 質 ニ ヅ イテ 詳 細 二記 遽
　

セ リ。 ぐ京府 大餉 石 抄)

BCGaリArloring型 同 質 性 堵 養 ノ製 作

P.Denys:ObtentiondecultUreshomogbn(・sdu

typeArloingauxd6pensduBCG.

1.Comptesrendusd.S6ancesd・1・sSociit6d・Biologie

TomeCXVIH,No。8,1935.

背 者 ハ1933年 二計 盛 ン虞 功 ヴ タBCGノ 異 レル2株e

リ同 質性 培 養 ヲ エ タ'レ方 法 ヲ記 遽 セ リ.

(京 府 大 舘 石 抄 ノ

肋 旗,介 シ,ワ 實 駿 的 詰棲 感 桑

BoquetetLaporte:InfectiontuberculeUSeexp(Eritn-

entaleparvoiepleurale

Comptesrendusd.S6ances《1.1.Soci6tめd。BiolOgie。

TomeCXVIII,No.8,1935.ン

Paterson,CorperetRenschガ 不 成 功 二 終 ツ タ ノ デ

ア,レガ、肋 膜 内注 射 ニ ヨ リ人 間 ノ結 核 性 肋 膜 炎 ノ穫 出

性 傷 害 ヲ家 兎 並 ピニ 「モ ル モット」二試 ミテ 以來 、 斯 力

lV感 染 ノ方 法 ハ殆 ソ ド全 〃放 棄 セ ラ レ4。 ソ コデ 著 者

等 ハ手 術 方 法 ヲ・t多少 墜 ヘ テ 「モ ル モワト」、 家 兎 、猿

ヲ用 ヒ肋 膜 ヲ介 シテ ノ結 核 感 染 ニ ッ キ實 験 セ 〃 二、全

例 而 モ何 レノ種 類 ノ 動 物 二 於 テ モ 肋 膜 傷 害 ハ 結 節型

デ ア リ且 ッ疾 患 ノ 末 期 二 至 ル マ デ 産 生 的性 質 ヲ保 持

シテ ヰ ル.ソ ノ時 期 二滲 出液 ノ・出 血 性 ニ カハ ル 。ソ ノ

際 白血 球 像 ハ 人 間1結 核 性 肋 膜 炎 ノ 時 見 ラ レ汐 モ ノ

ト殆 ン ドー 致 シテ オ ル。(京 府 大 飯 塚 内科.舘 石 抄)

同 質性BCG(S型)及 ビ正 常BCG(R型)■ 接 種

ニ ヨ リ家 兎 昌於 テ 惹 起 セ シ'タ ル 組 織 學 的 倍 害

ワ比 較 研 究

Picard(E)etDenyskP):Etudecomparativedes

l6sionshistologiquesd6termin6eschezlelapinpar

inoculationdeBCGhomog6n6ise(typeS)etde

BCGnorma1(typeR,

,℃omptesrendusd .S6ancesd.1.Soci6t6deBioEogie

TomeCXVIIINo.15,1935. .1
ロ

著者等ノ1人 ・・最近BCGヨ リArloing型 ノ同質性培

養ヲウル1法 ヲ記述セリ。而 シテ同質性BCG或 ハ

S型 ハ家兎二極多量二静脈内接種 ヲ行 フト2乃 至6

週 二於テ動物 ノ死 ヲ來ス所 ノ敗血性感染 ヲ惹起ス'レ

コトヲ詮セリ.今 同ハ著蕎等ハ正常BCG及 ビ同質
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●

性BCG甥 接 種 セ,レ家 兎 値 内 二於 テ 得 タ,レ病 理 解剖

白句傷 害 ニ ツ キ検 シノタ リ。

此 ノ比較 研究 ノ内 デ次 ノ事 柄 ヲ結 論 シ ウル。帥 ≠岡 質

性BCG(或 ノ・S型)二¥i)惹 起 セ ラレ タ 傷 害 ・・正常

BCG(R型)ニ ヨ ♪レ場合 ト異 ナ,レ。 ソ ノ差 異 ・・,nt者 二

於 テ ハ非 常 二激 ジキ性 質 ヲ有 シ且 ツ 臓 器 珠 昌 接種 家

兎 ノ肺 、 肝 、嚇脾 臓 ノ正 常構 造 ト比 シ甚 シキ憂 化 ヲ起 シ

テ キ,レ故 ニ ソ ノ 傷 害 ハ 著 シ ク 大 デ ア ル ト イフ コ トデ

ア ル。(京 府 大 、 舘 石 抄 、

赤 血 球 ハ 抗 結棲 性 冤疫 昌際 シ 役 割 ヲ 演 ズ ル モ ノ

ナ リヤ

Fomaet.Garaguli:Lesglobulesrougesjouent・ils

unr6Ledansl'immunit6anti・tuberculeus?　
(:Comptesrendusd.S6ancesd.1.Soci6t6deBiologie

TomeCXVIII,Ne.15,1935.)

赤血 球 ガ抗 結 核 性 免 疫 ノ圭 要 産 地 デ ア リ。且 ツ免疫 物

質 が細 胞 自膿 二大 量 含有 謹 明 セ ラル ・(力 ロ ル、 ス ペ

ye'ラ ー ノ唱 導)コ トノ・學 者 ノ認 メ ル所 デ ア'レ。 著K一

等 ハ結 核 治療 二 封 シ豫 メ赤 血 球 中 ノ 結 核 抗 禮 ノ存 在

ヲ楡 索 ス ル コ トノ肝 要 ナ ル ヲ提 唱 セ リ。 ソコ デ補盟 結

合 ノ方 法、 「ツペ ル ク リ ソ」二野 ス'レ抗膿 ノ中 和能 、天

竺鼠 ノ實験 的結 核 二 封 ス ル 治 療 的 数 果 ニ ヨ・リ 楡 索 ヲ

進 メ タ ル ニ次 ノ結 果 ヲ得 タ リ。

結 核 患 者 或 ハ 實験 的 感 染 動 物 或 ハBCGヲ 接 種 シタ

ル モ ノ ・赤 血 球 ノ・カ'レメ 。 ト虹 ピニ マ ー ソ]Vノ 摘 定

法 ニ ヨ リ詮 明 ジ 得 ラ レル 結 核 性 抗 盟 ノ 痕 跡 ダ ニ有 シ

ナ イ。「ツ ペ ル ク リ ソ」二封 シテ ノ中 和 性 物 質 モ 含有 シ

ナ イ。叉 同 血 球 ノ・天 竺 鼠 ノ實 験 的 結 核 二封 シ治 療 的叉

ノ・遅 延 的 数 果 ヲ現 ノ・サ ヌ.

(京 府 大 飯 塚 内 科、 舘 石抄)

非 結核 性 重 篤 傳 染性 疾 患 ワ 纒 過 中尿 呂 ヨル 結 核

「ビ ー ルズ」ワ排 泄 呂 ツ イ テ

NもgreLetToisierJ:Eliminationduvirustuber・

culeuxpar1,urineaucoursd'infe〔 ・tionsaigu§snon

-tubercu1euses.

(ComptesrendusdesS6ancesdelaSoci6t6deBiol・

ogie,TomeCXIX,No.23,1935.)

TroisieretMonatdiノ ・Koch菌 ノ・明 カ ー ・L6wenstein

ソ 方 法 ニ ヨツ テ 非 結 核 性 重 篤疾 患 ノ経 過 中非 結 核 患

者 血液 中 二 約4%二 於 テ 現 ハ レ'レbイ フ コ ト ヲ登 表

シタ ガ著 者 ハ 之 二注意 シ テ 非 結 核 患 者 が 重 篤 ナ ル疾

患 ニ カ ・レ ル経 過 中尿 中 二結 核 「ビー ル ズ」 ノ排 泄 セ
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ラ レザ ル カ ニツ キ検 ヴタ ル ニ、實験 ノ緒 果 ヤ ハ リγ'レ

障 碍 アル 生髄 内 二 存在 ンテ オル 縞 核 「ビ ー ル ズ」ハ ア

'レ熟 性疾 患 ノ維 過 中 二 腎 臓 カ ラ尿 中 二 排 出 セ ラ,レ ・

モ ノト想像 サ レル。(京 府 大 販塚 内科 、 館 石 抄)

人縮 穫 薗 色 素 即 チ17fオ コ ー ル」ノ螢 光 呂關 ス ル

観 康

Dh6r6(CH):Quelquesobservationsrelativesと1a

fluorescenceduphtiocol,pigmentdubacilletuber.

culeuxde1'homme.

(ComptesrendusS6ancesdelaSoci6t6deBiologie

TomeCXIX,No.23,1935,1

「フ チ オ コ ーJv」ハ1933Sr-R.・ 」.Anderson二dリ 號 見

サ レ次 デ合 成 二成 功 シタ。著:者ハ結 核 菌 ノ螢 光 ノ分 光

像 ニ ツ キ 数 年 來研 究 シテ オ ソ タ ノデ ア'レザ、 コ ・二

「フ・チ オ コ ー,レ」 ノ螢 光 ニツ イテ 各 方 面 ヨ リ槍 索 ス,レ

必 要 ヲ感 ジタ。

「フ チ オ コー ル」ハ 固形 ノ状 態 デ ハ少 シモ認 メ ラル ベ キ

螢 光 ヲア ラ ノ・サ ヌ.1エ ー テ ル」、 「〃 ロ ロホ ル ム」、

「ア ル コ ホ ル」、酷 酸 溶 液 ハ紫 及 ビ紫 外 線 二富 ム 中 二置

ク ト最 モ者 明 二螢 光 ヲ現 ハ ス。

「フ チ オ コ ー7レ」ノ 「エ チーJレエ ー テ'レ」液 中 二 「ア,レカ

リ」性 及 ピ少 量 ノ水 ヲ加 へ 空 氣 ニ フ レズ ニ 硝 子 棒 デ マ

ゼ ル。 次 ニ ア,レ時 間放 置 ス ル。 ス ル ト螢 光 ハ現 ハ レ、

「エ ー テ ル」層 ノ 中 デ ノ・一 般 二非 常 二強 イ
,一 般 的色 彩

ノ・噺 然 紫 色 デ ア ル。

Andersonカ ●蟹 表 シタ ヨ ウニ 「フ チ オコ ーJレ」ノ・水 二溶

解 性 デ ア リ「アル カ リ」鞭 ヲ以 テ濃 赤 色 彩 ヲ呈 ス。

(京 府 大 飯塚 内科 、aali抄),

中 間 哺 乳 類型 結 核 薗 ワ存 在 ニ ツ イ テ ゆ
Valt6s(J.)etvanDeinse(F.):Surl'existencede

bacillestuberculeuxdetypemammi琵reintermediaire

㌧ComμesrendusdesS6ancesdelaSoci6t6deBio・

10gie,TomeCXIX,No.23,1935.}

培 養 基ノpHヲ 憂 化 ス ル様 式 ニ ヨ リテ著 者 ノ楡 査 ・Yt7

菌 株 ハ人 型 菌 ト牛型 菌 トノ 間 二團 ス ル 中 間 型 ノ結 核

菌 デ ア ノレ ト結 論 シテ ヨ カ ラ ウ ト信 ズ ル。

人 型 菌 ・・一 般 二環 境 ノpHヲ 最 初 カ ラ 連 績 的 二酸 ・

方 向 二榑 ジ、 牛 型 菌 ハ 反封 二最 初 力 ラ 環 境 ノ「ア)レカ

リ」性 愛 化 ヲ來 ス ノデ アル が、 コ ・二述 プル 菌 株 ・・最

初 「アJレカ リ」性 ノ方 向 二pHヲ 璽i化 シ(約20日 後pH

7.8-8)、 次 二反 臓 ・・再 ビ 酸 性 化 ス'レ。 約30日 後 二

pH6.6ト ナ'レ。(京 府 大 飯塚 内 科 、 館 石 抄 、



go 抄

大 便 酸 性 化 後 堵 養蝕 昌 接 種 昌 ヨ ル 紺 根 薗 ノ研 究

Carnot(P).Lavergne(II).etFiehrer(A)。:RecherChes

dubacilletuberculeuxparcultureetinoculation

Aprもsacidifieationdesselles

(ComptesrendusdesS6ancesdelaSoci6t6deBio.

logie,Tom.CXIX,No.23,1935♪)

糞 便 中 ニオ ケ,レ縞 核 菌 ノ 直接 検 栄 ヲ 報 ジ テ オル モ ノ

ハ少 クナ イ が、ソ ノ串 ハ 溺 キ%デ ア ル。 著 者 箏 ハ培 養

姓 ビニ 接 租 ノタ ノ ・大 便 ノ酸 性 化 二 駒 レ 比較 的無 菌

ノ材 料 ヲ利 用 ス ル コ トヲ試 ミ〃.

培 養 一 大 便 ハ非 常 二 注 意 シ摺 鉢 デ 無 菌 砂 ヲ 混 入 シ摘

確 ス)v。 次 二酸 ノ15%ノ 割 合=混 合 物 ノ 濃 度 ヲ㌘駒 レ

タ メ ニ2,3ノ 比 デ20%ノ 硫 酸 ヲ加 ヘ ル。 接 閥 ノ時 間

ハ1時 間 室 温 二置 ク。而 シテ混 合 物 二無 菌 「リ1・マス」

ノ1滴 ヲ加 フ.30%轡 達7'中 和 次 二 約4滴 ヲLoew-

ensteinノ 筒 ニ ヨツ テ播 種 ス ル。

接 種 一 同標 ナ酸 性 化 後 「モ ル モット」二接 種 ス'レ方 法 ノ・

非 常 二 多数 駁 表 サ レタ。 然 シ酸 性 化 ノ時 間(翠=314

時 間)ヲ 短 縮 シテ陽 性 率 ヲ改 良 シウ ル。「モ ル モの ・」ノ

皮 下 二混 合 物 ノ2。一一30cvaヲ 接 種 ス ル。

要 ス,レ ニ 適 當 ナ ル 時 間酸 性 化後 培 養 蛙 ビ ニ 接 種 ニ ヨ

ル 大 便 中結 核 菌 ノ槍 査 方 法 ハ 菌 が非 常 二 少 ナ イ腸 障

樽 ノ場合 ト同様 ナ 陽 性 成 績 ヲ以 テ 大 便 中 カ ラ 蒋通 ノ

菌 ノ殆 ソ ド全 部 ヲ除 去 ス ル コ トガ 出來 ル。

サ レ ド斯 加 レ培 養 蚊 ビ ニ 接 種 ノ成 績 ハ腸 二 於 ケ ル 局

所 性 障 碍 二 決 定 ザ ケ'レコ トノ・出 來 ナ イ トイ フ コ トヲ

記憶 シテ 才 カネ バ ナ ラ ヌ。何 トナ レバ得 ラ レタ菌 ハ嚥

下 シ4ル モ ノ或 ・・脆 汁 性 叉 ノ・腸 性 ノ 何 レデ モ ア リウ

ル カ ラデ アル。ソ コ デ此 ノ技 術 ハ大 便 中菌 ノ存 在 が嚥

下 サ レタ 喀 疾 ニ ヨ ツテ 排 泄 サ ル ル コ トニ ヨツ テ 生 ジ

テ キタ モ ノデナ イヤ ウナ 場 合 二 屡 々 アル 債 値 ヲモ ツ

テ ヰル。(京 府 大 飯塚 内科 ご 舘 石 抄)

結 核菌1分 解 昌 及ボ スpH・ 影 響

Spanier:InfluencedupHsurlalysedesbac'illes

tuberculeux.

(ComptesrendusdesS6ancesdelaSoci6t6deBio.

10gie,TomeCXIX,No.23,1935.)

著 者 ノ貿 験 ニ ヨ レバ酸 ノ結 核 菌 二 封 ス ル 分 解 作 用 ノ

頂 鮎 ノ・pH=3デ ア'レ。酸 ノ領 域 デ ノ・分 解 作 用 ノ最 小

限 ・・pH=2.0デ 見 ラ レタ。 次 二2以 下 ノpHデ ・・分

解 作用 ノ・再 ビ非 常 二強 クナ ル。

(京 府 大 飯 塚 内科 、 館 石 抄)

録
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縮 櫓 海 隅 ノ副 腎 、 腎口 履 ピ 尿 中 昌於 ケ ル32塾 曹

ワ研 廃

A,Gaigin●kyetI.Petr¢sco:Recherchedubecille

deKochdanslesCapsulessurr6nales,lesreinset

1'urinedesCobayestuberculeux,(C.R.de●S6ances

deIaSoc。deBioLgTomeCXIX.No,16ep44.

1935).

結核 海狽 二於 テ腎 臓 ノ侵 害 稀 ナル 事 實 ヨ リ 著 者 等 ハ

毒 力 ア ル細 繭 ノ 侵 入 二針 ヴ 感 受性 ア ル モ ノナ リヤ ヲ

槍 セ ウ。 卯 チ43匹 ノ海 狽 二Val16e株 ノ 牛 型 結 核 菌「

ヲ0.Olmgr.ヨ リ0.OOlmgr.ノ 分 畳 二接 種tり(16匹

ハ 皮下 二17匹 ハ解 脹 内;10匹 ハ 級 管 内 二)、 接 種 後

数 週 ニ ヴテ解 剖 シ汎 嚢 性 結 核.血 性 腹 水 ヲ忽 メ.該 動

物!腎 臓 副 腎 ヲ 摘 出槍 ス レF毛 肉 眼 上 結 核 性 侵蝕 ヲ

見 ズ。 叉 染色 標 本 ニ ヨ リ調 ペ タル モ、陰 性 ナ リキ。 爾

膀 胱 穿 刺 ニ ヨ リ尿 ヲ無 菌 的 ニ ト リ出 セ リ.著 者 等 ハ腎

及 ビ副 腎 ヲL6wenstein氏 法 ニ ヨ リ分 離 粉 状 二?」!10

%硫 酸 ニ テ盧 置 セ リ。粉 状 物 ノー 部 ハL6wenstk!in氏

法 ノ多 数 ノ管 ニ ョ リ播 種 セ リ。爾 粉状 物 二4.5aaノ 生

理 的 食 蝋 水 ヲ附 加 シ他 ノ海 瞑 二接 種 セ リ。 尿 ハto

wenstein氏 法 ニ ヨ リ直接 二播 種 シ、残 部 ハ 他 ノ海狽 二

接 種 セ リ。何 レモ培 養 ノ・陰 性 ニ シ テ他 海狽 接 種 モ陰 性

二 了vリ 。 コvラ ノ結 果 ハd'Arloing,LTh6venot

及 ビA.Roquesノ 結 果 トー致 セル モ ノナ リ。

(京 府 大 飯 塚 内科 、 柳 下 抄)

「ツベ ル ク リ ン」笈 嬢 昌尉 ス ル 正 常並 ピ 昌 「7ン チ

ツベ ル ク リ ン」血 清 ワ作 用 、 生 「ツベ ル ケ リン」卜

「=キ リ ツベ ル ク リ ン」(ET eF.)卜 ■比 較 使 用

EnzoValcarenghi:Actiondess6rumsnormauxet

antituberculeuxsurlesr6actionsとlatUberculine.

EmploiComparattifdelatuberculinebruteetl'

((exotuberculine)).(E.T.F.)`.C.R.desS6ancesde

laS㏄.deBio1.,CXIX,No.17.p.153,193S.s,

著 者 ハ 生 「ツ ベ,レ ク リン」ト、 「エ キ ソ ツ ベル 〃 リ ソ」

FinziE.T.F.(人 及 ビ牛 類 ノMycobacteriumtUber-

culosisノ 菌禮 外 毒 棄 ヨ リ製 セ'レモ ノ)ヲ 用 ヒタ リ。即

チ健 康 家 兎及 ビ海猿 ノ眼 結 膜 嚢 中 二、「ツ ペ ル ク リソJ,

十 結 核 動 物血 清 、 或 ノ・E.TeF.十 結 核 動 物 血 清 トノ

混 合 物 ヲ2-3滴 鮎 眼 シ テ 反 慮 ヲ 見 タ7レニ、Myco-

bacteriumtuberculosis・'菌 儂 外 及.ビ菌 膿 内毒 素 ト「ア

ン チ ツ ベル ク リ ソ」血 清 ニ ヨ リ惹 起 サ レタ ル清 散 性 反

磨 トハ 異 ナ♪レモ ノナ リ。コ レハ非 特 異 性 物 質 ニ ヨ リ惹



第1號 】 抄

起 サ レ タル 局 所 ノ 非 特 昊 性 刺 戟 性 反 感 ナ リ ト 考 ヘ ラ

ル・(京 都 府 智 大 飯 塚 内 科,柳 下 誠 抄)

流 董 薗 り培 養 濾 過 液 呂 ヨツ チ 虚 置 サ レタ ル 結 穫

海環 力 血清 聯 亙廠

W・S8mowiec:Ph6nomもnedezoneobtenuavecRe

s6rumdeCobayestUberculeuxtrait6spardesfiltrats

decultUresdeBacillusab・rtus.(CR.desS6ances

delaSoc.deBiol"TomeCXIX.No.17.p.167,

1935.)

バ ング ノ生 菌叉 ハ 死 菌 ヲ接 種 セ,レ 結 核 動 物 ノ血 清 帯

反 磨ph6nomさn6dezorieヲ 呈 ハ,レノ・吾 人 ノ知 ル所 ナ

リ.

著 者 ハ

a)結 核 菌 感 染 海 撰 二 丞 三z菌 濾 液 ヲ該 動 物 ノ結 核 病

竃 二注 射 セ ル ニ 其 血 清 ハ 可 ナ リ ノ 稀 葎 度 迄 凝 集 作 用

ヲ表 ハ セ リ(300倍 以 上)。 然 ル ニ此 凝 集 作 用 ハ濃 度 ・

大 ナJV所 ニ テ ハ起 ラズ(30倍 一一100倍)。

b)BCG叉 ノ・結 核 死 菌 ヲ注 射 セ1レ 動 物 二於 テ ・・該凝

集 現 象 ハ稀 葎 度 が非 常 二少 ク トモ起 ル ナ リ。郎 チ帯 反

磨 ハ ノビ ル ナ リ(30倍 迄)。

c)椿 反 感 ノ強 度 ハ結 核 感 染 ノ程 度 二 關 係 スル モ ノ ナ

ワ.然 レ共 亦 動 物 各 個 ノ差 異 二關 係 スル モ ノナル ヲ知

ル.(京 府大飯塚内科、柳下抄)

互復氷結 シテ生ゼシメタル溶解物Ly5atニ ヨル

BCG(穎 粒性、線状性.非 抗酸性、抗酸性菌)及 ビ

結核菌 ワ種々ナル登育過程ワ培養方法

E.Grasget:Proc6d6deculturedesdiff6】rentsstades

6volutifsdubacilletuberculeuxetBCG(granulaire,

filamentUxetbacillairenonacido・r6sistantetacidor・

6sistant》 とpartirde]ysatsobtenusPOrCongelation

π6p6t6e.(CeRdesS6ancesdelaS㏄.deBiol.,T.

CXIXNo.18.p.261,1935.)

著 者 ハBCG菌 、結 核 生菌 ヲ反 復 氷結 シテ細 菌 溶 解 性

物 質 ヲ得 タ リ。即 チ ソー トン氏 及 ビ適 當 ノ培 養 器 二培

養 スル 時 ハ 力 加 レ細 菌 ノ・容 易 ニ ソ ノ曇 育 ノ種 々ナ ル

過 程 ヲ呈 ス ル モ ノナ リ。非 抗 酸 性 分 艦 暫 粒 型 ヨ リ非 抗

酸 性 細 菌 トナ リ、途 二抗 酸 性 原 型 細 菌 二迄 復 帰 ス ル モ

ノナ リ。(京 府 大 飯塚 内 科、 柳 下抄)

「パ ラ7{ン 」昌包 裡 サ レタ ル 結 核 菌 注射 後 ノ責 駿

●

動 物 昌 オ ケ ル 「プ レル ギ ー」歌 態1特 性

E.Couland:Caracte】resdel'6tatallergiqueobserv6

Chezlesanimauxdelaboratoi】reaprむsinjectionsde
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bacillesdeKochenrob6sdanstaparaMnl.(C.R・

deSoc.deBiologie.No.19.T。CXIX.1935。P・368e)

著 者 ハ溶 液 「バ ラ フィソ」ヲ トカ ンツ ・生結 核 菌(人 牛

又 ハBCG)叉120。C.60分 間殺 菌 ヴタ ル 結 核 菌 ヲ前

記 ノ「パ ラ フィン」二包 裡 凝 固 セ シメ タ リ.コ レヲ再 ピ

熟 ニ ヨ リ溶 解 シ動 物(家 兎 叉 ハ海 狭)ノ 皮 下 叉 ハ筋 肉

内 二注 射 セ リ。 斯 〃 ヴテ23-30日 間 ニ シ テ 該 動 物 ノ・

「ア レル ギー」ノ状 態 トナ レ リ。即 チ 「ソ ベ'レ〃 リ ン」二

封 ヴ過 敏 トナ ル。過 敏 性 ノ期 間 ハ不 定 ナ ル が少 〃 トモ
つ

敷 年 ハ績 〃ナ ラ ン。 動 物 二注 射 セIV「 パ ラ フィソJハ 淋

巴腺 中 二蓮 バ レ、カ 〃テ 「ア レル ギ ー」ノ状 態 ヲ構 成 ス

ル モ ノナ リ ト。(京 都 府 大 飯 塚 内科 、 柳 下 抄)

BCG■R及 ビS種 ヲ纒 ロ的 昌與^タ ル海 撰 昌於

ケ ル 「ツベ ル ク リ ン、7レ ル ギ ー」及結 楼 酋 ワ麓 便

排 出

KonradBirkhaug:Eliminationf6caledesbacilles

tubercUleuxetallergietubercUliniquechezles。oba・

yesinocUl6sperosaveclesvori6t6sRetSdu

BC(L(CRdeSoc.deBiologie.No.19,1935.T.

CXIXp.370.)

著 者 ハ 海猿 二 経 口的 二BCG/R及 ビS種 ヲ奥 へ 「ア

レル ギ ー」反 磨 ノ差 異 ヲ検 セ リ。 即 チ健 康 ナ ル ー群 ノ

海 猿 二R種 ヲ3日 間 奥 へ 他 ノー群 二・・S種 ヲ 奥^タ

リ。R種 ヲ以 テkJレ 海瞑 ハ盟 重 二愛 化 ナ 〃S種 ノモ ノ

ノ・減 少 ヲ見 タ リ。 海 猿 ノ 糞 便 二 操 作 ヲ 加 へL6wen-

s色ein氏 法 二=リ 培 養 セ1tZ二KS雨 種 菌 ノ・最 初 ノ8

日間 ハ 大 量 二排 泄 セ ラ,レ ・ヲ知vリ 。R種 接種 ノ海 猿

糞便 中 ノ菌排 泄 ハ12日 後 ハ 陰性 トナ リ.S種 ノモ ノ

ニ ア リテ ・・不 定 ニ シテ 接 種 後5ケ 月 ニ オ イテ モ 菌排

滑 ヲ見 タ リ。「ツ ペ ル ク リ ン」反 態 ヲ見 ル ニR種 實験 海

瞑 ニア リテ ノ・一部 ノモ ノ ニハ28日 後 反 感 陽 性 トナ リ

.壁 赤腫 大 ヲ見 タ,レモNecrose・ ・見 ラvザ リキ。 コ ノ

反 庶 ハ漸 次(128日 後)消 退 セ リ。S種 ノ モ ノ ニ ア リテ

ハ 「ッベJt/ク リソ」反 慮 陽性bナ リ。74日 後 ニノ・蜜 赤腫

大 ノ中央 ・・Necroseト ナ リ。 何 レモ 時 日 ノ輕 過 ト共

二反 磨 ・・強 大bナ レ リ。サ レバBCG/S種 ヲ経 口的

ニ ア タ フル時 ・・「ツ ペ ル ク リ ソ」過 敏 性 ヲ附 奥 シ ウル

事 ヲ指 示 ス ル モ ノナ リ。(京 府 大 飯 塚 内科 、 柳 下抄)

人 種 結 核 菌S種 ノ大 量 ヲ 猿 類生 饅 内 印 チ 静 脹 内

ヨ リ注 射 シ タ ル モ ノ ノ肺 膿 ノ組 織 學 的 所 見

P.Amland-DelilleetFrangoiseBloch:Etudedes

16sionshistOlogiquespulmonairesprovoqu6eschez
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1eSingepardesinjectionsinsituonintraveineuses

心dose61ev6ed,uneSoucheSdeBacilletuberculeux

humain,(C,R.deSoc.deBiologie,No.19,1935.

T.CXIX.p.384.')

著 者 ハ 人 種 締 核 生 菌Sノ 可 ナ リ ノ大 量 ヲ 猿 類 ノ岬 脈

内 二注 射・シ肺 臓 所 見 ヲ 見 タ ル ニ 大 ナ ル憂 化 ヲ認 メ ズ、

只淋 巴球 細 胞 ノ渡 潤 反 感 ヲ 見 タル1ミ 、 コ ノ所 見 ハ

BCGニ ョJレEノ=類 似 ス、 サv・ 《S種 ノ・人 結 核 菌 中

二於 テ モ 毒 力 ノ 微 射 ナ ル モ ノ轟 ヴテ 大 量 皮 下 荘 射 ヲ

行 フ モ死 ヲ招 來 セ ズ 肺 臓 二 於 テモ不 定 ノ反 慮 ヲ呈 ヴ

間 モ ナ 〃消 散 ス,レモ ノナ リ。

(京 府 大 飯 塚 内科 、 柳 下抄)

結楼1結 合Z[感 昌於 ケ ルChAuguste1方 法

KurtMeyeretHuguetteFroyez・Roederer:Lepro・

c6d6deCh.AugusteJanslar6actiondefixation

delatubercalose,(C.R.delaSoc.debioL,1935.

t.CXIX.No.19.P.390)・

著 者 ノ・133例 ノ 結 核 患 者 血 清 ニ ツ キBesredkaノ 原

法 トCh.Augusteノ 改 良 法bヲ 併 セ用 ヒ、 實 験 ヲ行

ヘ リ。 非 特 異 性 ノ本 結 合 反 慮 ハAuguste氏 法 ニ ヨ リ

更 二確 實 性 ヲ才 ビル ニ イタ レ リ。サ レ ド實用 上 ノ慣 値

ノ・明 ラ カナ ラ ズ。(京 府 大 飯塚 内 科、 柳 下抄)

E復 氷 結 昌 ヨルBCG菌 蛇 ビ呂結 核 菌1生 菌 及 ビ

;'7tル?i)ン 」加 菌llysat(溶 解 物)ニ ヨ"Jte疫

サ レ タル馬 血 清 ワ雲 累 性 昌 ッ キ テ

E.Grosset:Surlespropri6t6sfloculantesdess6rums

deChevauximmhnise6sanMoyendelysatsvivan・

tsetformole'sobtenutderBCGetdubacilletuber.

cu!eux,parCong61ationr6P6te6,<C.R.delaSoc.

debio1.,1935.tCXIX,p.400.No.35.:b●

著 者 ノ・BCG菌 及 ビ結 核 菌 ヲ反 復 氷結 シ該 菌 ノ髪 形 菌

ヲ培 養 ジ得 タ リ。コ レ ラ ノ氷 結髪 形 菌 ノ溶 解 物(Lysat)

ノ「ア ンチ ゲ ン」及 ビ 同 ジク「フ才ル マ リ ン」カ'菌 ノlysat

ヲ以 テ動 物(馬)ヲ 免 疫 シ、 ソ ノ血 清 ノ 性 質 ヲ 研 究 セ

リ。t'P・f・BCG菌 、結 核 生 菌 ノLysatヲ 以 テ免 疫 セ ル

馬 ノ血 清 ヲ見,レニ注 射4-6同 ヨ リ血 清 ト同 ジlysat

ナ ノレ「ア ソチ ゲ ン」 ヲ合 ス'レ'トノ・白乳 色 ノ帯 ヲ見途 二

雲 禦状 ノ沈 澱 ヲ來 ス。次 二 同 ジ ク反 復 氷結 セ ル 同 「フォ

ル マ リ ソ」加 菌 ノLysatヲ 以 テ免疫 セ)レ馬 ノ血 清 モ亦

同t"Lysatナ ル 「ア ンチ ゲ ソ」 ト合 ス ァレ牛 ノ・沈 澱 ヲ來

セ リ。(京 都 府磐 大飯 塚 内科 、 柳 下誠 抄)

膣 結 核 呂封 ス ルー 知 見 ●

録 【第14巻

Dr,VitusDeppisch:EinBeitrsgzurTuberkulose

derSceheide`'ZentralblattffirGs,nEkologie59Jg・

21.Sep.1935.Nre38.'J

著 者 ノ朝是皆 ・セルノ腔 納 核 患 指 ハ22歳 ノ未 産 嬬.初 潮13

歳 不 規 則 ニ ヴ ケ6年 前 曽 り無 月綴 ナ リ。一般 榮 養 賦 態

ハ 中 算度 ナJVモ 肺 臓 二 納 核 性 所 見 ヲWA。11・-20歳

迄 二肺 紹 核 療 養 所 二居41レ コ トア リ.1年 前 ヨ 横 膿

樵 帯 下及 ビ排 尿 時 灼 熱感 ヲ訴^,叉 性 交 二際 ヴ鰹 度 ノ

筈 痛 γ リ。遁 プ'レ所 二俵 レ・・患 者 ノ夫 ・・健 康 ナ 艸 云

フ.

嬬 人 科 的所 見 トシ テ、小 陰 轡 ヲ移 開 スル ニ腔 髪 柱 端 卜

後 連 合 ト ノ間 二右 側 二偏 ヴ テ、ソ ノ邊 縁 鰯 伽 状 ニ シテ

多少 ノ陥 入 ヲ有 ス ル ー 個 ノ潰 瘍 ア リ.ソ ノ大 サ 「マ ル

〃j大 、 其 ノ表 面 ハ頑 固 ナ 苔被 ヲ以 テ蔽 ハ レ.局 園 二

全 ク輕 度 ノ表 在 性 穫 潤 ア リ.鼠 護 淋 巴腺 ノ腫 彊 ナ シ.

潰 傷 以 外 ノ腕 壁 及 ピ子 宮 部 異 常 ナ 〃.直 腸 診 二俵 ル モ

結 節 ヲ謹 明 セ ズ。外 子 宮 ロ バ小 ニ シ テ癒 著 ア リ子 宮 艘

ノ・漸 〃鳩 卵 大 、前 屈 移 動 性 ア リ。 右 附 罵 器 二由 來 ス ル

ト考 ヘ ラル 籍 卵 大嚢 腫 ア リ。 共 ノ移 勧 性 ハ 僅 カニ存

ス。 左 側 ハ異 常 ナ シ。雨 側 結 締 織 ハ 多 少 緊 張 ス ル モ柔

和 ナ リ。

潰 瘍 部 組織 ヲ鏡 槍 ス ル ニ 「ラ ング ハ ソス」 巨大 繍 胞 ヲ

有 スル 類 上 皮 細 胞 性 結 核 ナ リ。著 者 ノ例 ハ外 陰 部 二波

及 セ ル 結 核 性 腔 潰 瘍 ニ シテ、 泌 尿 器 直腸 ニ ハ 結 核 ナ

ク、叉 シ ヨッ トレ ンデ ル ノ如 ク結 核 菌 ヲ病 竃 二謹 明 セ

ザ リ シモ、ワ イベ,レ ノ稔 フル 血 行 性 移 轄 ヲ認 メ騨 臓 ヲ

原 骸 ナ リ トセ リ。

治 療 法 ト シテ4-6週 毎 二20-309。 ノ皮 膚紅 斑 量 ノ

「レ」線 放 射 シ6回 施 セ ル モ 未 グ ソ ノ敷 果 ヲ認 メ ズ ト

述 プ。(名 大 産 嬬 人 科 、 山 原捗)

結 楼 妊 婦 ワ人工 中紹 問 題

前 原 俊 男:(産 科 ト嬬 人科 、 第 三 巻 、 第 十 一・競)

著 者 ハ結 核 妊 婦 ノ 人 工 中 繕 二 關 ス ル 綜 設 ヲ試 ミタ ル

後 、 治 療 方針 トシ テ次 ノ如 ク記 載 セ リ。豫 メ患 者 ノ自

魔 的症 状 並 二他畳 的所 見等 ヲ精 査 シ、「レ ン トゲ ン」糠
　

槍査結核反感、合併症 ヲ調査 シ少クトモ入院一週間以

上 ・嚴格 ナル安静 ト適當ナル 治療法 ヲ試 ミツ・観察

シ、何等病勢鎭静 ノ徴無ク寧 ロ活動性結核 ノ徴候ヲ示

ス場合ニアリテ・・愛二始メテ人工中純ヲ行 フ。要約 ト

シテ可及的妊娠第4ケ 月迄 ヲ選「ブコ ト。生殖初期殊三

第1同 ノ妊娠二合併セJレ結核 ハタ トへ輕症ナ)vカ ノ

如〃見ユル トモ不良ナァレ経過 ヲ取ル 者多キヲ以テ可
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及 的妊 娠 中絶 ヲ行 フ ヲ最 善 ノ策 ナ リ トセ リ。

(名 大 産 嬬人 科、 山原 抄)

骨 聲 結 穫(Schambeincaries)昌 就 テ

石 井碩:(産 科 と婦 人 科 、 第 三 巻 、 第 十 一 號)

患 者 ハ26歳 ノ嬬 人 二 ・yテ臨 駄 的 二、 子 宮 内膜 炎、 爾

附 罵 器炎 、 不 妊症 ノ診 噺 ノ下 二開腹 シ、北 海 道地 方 二

地 方 的特 異 性 トセ ル 無 熟性 内 生殖 路及 ビ 腹 膜 結 核症

ナ)vヲ 知 リタ リ。 術 後30日 目、・歩 行 時 叉 ハ 起 坐及 ビ

性 交 等 ノ骨 盤 ・動 樒 時 二 於 ケ ル 終 痛 ヲ 主 訴 トシ再 ピ

來院 ス。 陰 阜 、 大 腿 内側 、 鼠 険 部 、管 部 等 ノ撞 孔 或 ヒ

バ流 注 膿 瘡 ヲ認 メザ リ シモ 「レ ン トゲ ン」検 査 ノ結 果 、

恥 骨 「カ リエ ス」アル ヲ蟹 見 セ リ。昔 者 ハ本 例 ノ如 ク本

疾 患 二痩 孔 、流 注 膿 癌 ヲ件 ハ ザ,レ極 メ テ珍 稀 ナ ル症 例

ア ル ヲ以 テ、嬬 人 科 的 診 噺 二際 シ其 ノ主 訴 二封 シ大 イ

ニ考 慮 ノ必 要 ヲ附 言 セ リ。(名 大 産 姉 人科 、山 原 抄)

小 見 呂於 ケル粘 膜狼 瘡 呂就 テ

NnoldJ6rgensen:UberSchleimhautlupusbei

Kndern.(Zeitschriftf,Laryng.Rhin.Oto.u.ihre

Grenzgebiete.1935.Bd.26.H.3.)

著 者ハFinseninstitut二 於 テ1900-1935年 迄 二於 ケ

JV、15歳 以 下 ノ粘 膜 狼 瘡 患 者88例 ヲ集 メ、 小 見 二號

現 ス ル頻 度 、 罹 患 部 位 、小 見 二於 テモ女 性 ハ 男性 ヨ リ

モ罹 患 ス ル事 多 キ ヤ、臨 躰 的所 見及 ビ形 態 學 的性 質 ・・

成 人 ノ場 合 ト同様 ナ ル ヤ、 豫 後 ノ・如 何 、 トイ フ問 題 二

就 キ調 査 シ、 次 ノ結 果 ヲ得 タ リ。

女 性 ハ 成 人 ノ場 合b同 標 男 性 ノ約2倍 ・描 患 数 ヲ示

ス。 罹 患 部 位 ノ・、 鼻腔 ヲ第 一 ト シ、 ロ腔 、 咽 頭 、喉 頭

ノ順 序 ナ リ。 殊 ニ ロ腔 、 咽 頭 、喉 頭 ハ成 人 ノ場 合 ノ約

二 倍 前後 ノ罹 患率 ヲ示 ス。

鼻 腔 二於 テ侵 サ,レ部 位 ハ下 甲 介及 ビ 鼻 中 隔 最 モ多 シ。

ロ腔 二於 テハ 歯 銀、 懸 雍 垂、 前 ロ蓋 弓、 頬 部 内面 、咽

頭 二於 テノ・扁桃 腺、 後 壁、 軟 硬 ロ蓋 背面 、鼻 咽 腔。 喉

頭 二於 テハ其 ノ入 ロ、 會 厭 軟 骨 、眞 假 聲帯 二來 タル。

小 見 二於 テ鼻 腔 ノ屡 々侵 サ ル ハ空 氣感 染 デモ ナ ク、叉

直 接指 頭 ニ ヨ,レ感 染 デ モ ナ ク、Vasogenノ モ ノ ナ ラ

ソ ト違 ブ。 血 管 多 キ下 甲介 中部 二多 キ故 ナ リ。小 見 二

於 テ皮膚 狼 瘡 ナ 〃 粘膜 二軍 掲 二 來 タル 事 成 人 ノ場 合

ノ約 二倍 ナ リ。

年 齢上 ヨ リノ罹 患状 態 ・・6-7歳 頃 少 シ〃培 加 シ11歳

以 後急 二培 加 ス。 コ ハ6-7歳 頃 ノ・學 齢 期 ニ シ テ感 染

ノ機 會 多 ク、11歳 以 後 ノ・「ホ ル モ ソ」性 新 陳 代 謝 ノ髪 化

ニ ヨ リ、免疫 生 物 學 的 反 感 ノ減 退 ニ ヨルナラ ソ ト述 ブ。

録 脇

粘 膜 ノ全 般 二瓦 リ柵 患 セ'レ者88例 中5例 二 〇rテ、10

--13歳 ノ間 ニ ア リ.

臨 肱 的所 見 ハ成 人 ノ ソ レ ト異 ナ ラズ.只 成 人 ヨ リ罹 患

部 位 ノ櫨 大 スル傾 向 ヲ有 ス.コ ハ 小 見 ノ粘 膜 ハ血 管 二

富 メ ル爲 ナ ラ ン ト競 明 セ リ。衛 ニ リ.氏反 堀 ハ徽 毒 ト ノ

穎 症 艦 別 上 飛 要 ナ ル モ ノナ リ。

治 療 法 、(1)全XIAk態 ヲ良 好 ナ ラ シム'レ事 、(2)外 科

的 二 除 キ得 ル場 合 ハ切 除v、 ソ ノ周 園 ヲ焼 灼 ス。(3)

光 線 帽 法 トン テ炭 素 弧 光燈 浴 ヲ 毎 日叉 ハ 隔 日 二1時

間 アテ24-40同 行 ヒ、2-4週 間 ヲ置 キ繰 返 ス。

(東 大 耳 鼻 科 、 高 橋 抄)

紅 斑 性 狐 瘡 ノAntilepro1療 法

SvendLomholt:AntlleprolbehandlungbeiLupus

erythematodes(:Dermat,Wschr,Bd.101.S.817).

Antileprolヲ 以 テ 紅 斑 性 狼 瘡31例 ノ治 療 ヲ試 ミタ;レ

,一卓 敷 ヲ奏 セ'レ ヲ以 テ此 慮 二報 告 ス'レ。

Antileprolハ 油 刺 ナ,レ 故 注 射 直前 二 …欠 ノ梯 ナ方 法 デ

Emunsionト ナ シ艀 脈 内或 ハ筋 肉 内 二注 射 ス2vノ デ ア

ノレ。 先 ヅ10aaノ 注 射 器 ヲ以 テ8%ノAlkoholヲ9ca

吸 引or、 圓的 ノAntileprol(.O.5-2.0)ヲ 吸 引 ス ル。

之 ヲ50aa/Erlenmeyer/Kolbenヲ 斜 二持 チ底 面』

へ 向 ツテ放 出 ス'レ。再 ビ之 レヲ吸 引 シテ放 出 シ斯 ク シ

テ之 ヲ繰 返 ス 事5回 二 及 ビ所 要 ノEmulsionヲ 得 テ

之 ヲ使 用 ス ル。

上 記 ・Emulsionノ ・大 多 鼓 二 於 テノ・1-2cα 艀脹 内 二

注 射 シ、少 数 二於 テ ノ・1cα筋 肉 内 二注 射 シ タ。 注 射 ハ

多 ク毎 日行 ソ タ が少 数 二於 テ ノ・1週2-一 一3re]ノ 割 デ行

ツ タ。.叉注 射 ノ総 同 鍛 ・・8回 ヨ リ62同 デ李 均28回 デ

ア ソ タ。

副 作 用 ・・大 イ シタ事 ・・ナ イガ ンバ シ バ高 無 ヲ螢 シ、極

ク少 数 二 於 テ ハ極 メ テ輕 度 二頭 痛 ヲ訴 ヘ タ。筋 肉 内 二

注 射 セ ル モ ノ ハ局所 二終痛 ヲ感 ジ タ ヶ レ トモ、1%ノ

Anaesthesinヲ 加 フル事 二俵 リ之 ヲ輕 減 シ得〃.多 ク

ノ患 者 ハ 治 療 纈 績 中倦 怠 感 ア リ。 治 療 ノ 中止 ト共 二

去 ツ タ。 是 等!患 者 ニ ノ・総 テ 「フィンゼ ン」光 線療 法

(FinsenKohlenbogenlicht・Behandlung)ヲ 併 用 ・y、2

例;於 テ ・・雪 状 炭 酸(KohlensaureSchnee)ヲ 併 用 シ

タ。

是 等 ノ治 療 成 績 ヲ線 括 ス レバ、11例 ・・完 全 二治ts・y、

12例 ノ・非 常 二 良 クナ リ、7例 ・・ヤ ・良 好、1例 ・・全

ワ奴 果 が ナ カ ツ タ。浸 潤 ト充 血 ノ・最 モ 早 ク去'レ ヶ レ ド

モ 、痂 皮 、 落 屠 ・・容 易 二去 ラズ。之 等 二封 シテ ・・局 所
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療 法 ヲ併 用 シ タ、

最 後 二Finsen/Kohlenbogenlicht・Behandlungノ 併

JH!、本 治療 ヲ荊"足 ス ♪レ敷 果'))リo

(干 葉 醤 大 皮膚 科 、 齋 藤 抄1

石 撫 億 夫.鳥 型 結 根 薗 昌因 ル淋 巴 腺腫 蛇 昌Para・

psoria・i8標 結 根 疹(本 邦 昌於 ケ ル人 間1鳥 型 結 根

第2例)

DievonGeflUgeltuberculose.Bacillusverursachte

atlgemeineDrasentuberculosemituniversellenPara。

psoriasifomenTuberculiden(Dermat.Wschr.Bd.

101.S.1212.)

37歳 ノ患 者 ニ シテ3年 來 全 均 二Paraporiasis(殊 二

Pityriasislichenoideschronica)ノ 如 キ皮 疹 ヲ有 シ、

且 ツ諸 盧 ノ皮 下 淋 巴 腺 ノ顕 著 二 腫 脹 セ ル モ ノニ就 キ、

一 淋 巴 腺 ヲ別 出 シ テー 種 ノ抗 酸 性 菌 ヲ培養 シ、動 物 試

験(家 兎、天 竺 鼠 、 家 鶴)二 由 リ共 鳥型 結 核 菌 ナ ル コ ト

ヲ確 メ、 叉 ソ レヨ リ製t2レTuberculinノ 該 患 者 二於

テ 張 度 ノ 皮 内 反 慮 ヲ 惹 起 ス ル ヲ看、 其 他 病 理學 的所

見、 症 状 、経 過 等 ヲ併 セ考 ヘ テ本 症 ノ原 因 ノ該 菌 二在

'レコ トヲ剣 定 ジ タ。Gerson-Sauerbruch・Herrmanns・

dorferノ 法 二準 ズlv食 餌 トi野症 的 膏 藥 療 法(硫 化 加 里

浴 、Mitigal塗 布)ト ニ ヨ ツ テ 皮 疹 が 輕 快 スIvノ ミナ

ラズ、 腫 脹 淋 巴 腺 ノー 定 程 度 ノ牧 縮 ヲ來 シタ。本 例 ヲ

以 テ鳥 型 結 核 菌 二 因,レ淋 巴腺 腫 ト診 断 シ、共 皮 疹 ヲ以

テ之 二 因 ス'レAllergie性 反 慮(所 謂 腺 病 性 苔 癬 ・一

異 型)ト 見倣 ス ヲ以 テ愛 當 トス'レ ト考 へ'レ。

人 間 二於 ケ ル鳥 型 結 核 症 ハ稀 有 ナ モ ノデ、本 邦 デ ノ・我

教 室(東 北 帝 大 、皮 膚科)ノ 佐 藤 氏 以 前 二報 告 ガ無 イ標

二思 バ レル。 世 界 文 厭 二於 ケ,レ50許 リ ノ症 例 ノ・、 皮

膚 疾 患 ノ他 ニ ハHodgkin氏 病 襟 ノ症 状 ノモ ノ、 骨 髄

性 白血 病 、赤 血球 過 多症 、 腎 臓 結 核 ナ ドデ、 肺 結 核 二

於 テ確 實 二鳥 型 菌 ヲ 謹 ンテ 其原 因 ト列 定 シタ モ ノ・・

無 イ.唯 喀 庚 カ ラ 直接 或 ハ間 接 二之 ヲ培 養 シタ例 が有

'レバ ヵ リデ アJV。 但 シ生 前 全 勇 性 結 核 ト云 フ診 断 が附

イテ死 後 屍 盟 ヲ 解 剖 シテ脾 叉 ハ 腸 間 膜 カ ラ 鳥 型 菌 ヲ

培 養 シタ場 合 ハ再 三 ア ル。人 間 二於 ケ)レ此 種 ノ結 核 ノ

最 モ多 キ ヲ 占 ム ル ・・皮 膚 結 核 症 デ我 々 ノ 例 ヲ加 ヘテ

文 献 上16例 ヲ数 ヘ ル事 が 出來)v。 皮 膚 結 核 二於 テ ハ

典型 的 人型 結 核 菌 ノ 他 ニ ソ ・異 型 或 ハ 牛 型 及 ビ其 異

型 ノ之 レ ガ 原 因 タ,レ 事 稀 デ ナ イ ノ・・亦 嘗 テ佐 藤 氏 ・
ロ

論 ジタ 通 リデ ア リ、其 上 鳥 型 菌 二因 ル モ ノ モ甚 ダ稀有

ト云 フモ ノ デ ナ イ トス レバ、原 因 學 上 皮 膚 結核 ノ・甚 ダ

録 【第14巻

興 味 アル厨 象 タoト云 ハ ネノcナ ラ ヌ。是 等 女 厭 上 ノ人 間

鳥 紹 核 症 ノ原 因 ヲ突 キ トメタ ノハLoewen就ein二 由

ル察 カナ リ多 イ.集 盤 定 ノ同 氏 二鵬 ヅ ル事 多 イ ノハ 畢

宛 同 氏 ノ許 デ 人 間 ノ 病 的材 料 カ ラス ル 結 核 菌 ノ培 養

が廠 二行 ハ レテ 居 ル ニ ロ'レ ト謂 ソテ ・ カ ロ ウ。 敏 昌

上 記 ノ諸症 嫁 二皮 膚締 核 二遭 遇 ス ル 毎 二.一 璽共 原 閃

菌 ノ堵 養 ヲ施 ンタ ナ ラ.少 〃 トモ 皮 膚紹 核 ノ範 園 二於

テ ノ・侮 多 ク ノ 鳥 型 菌 症 ガ 諏i明 セ ラ レ1レラ9ア ロ ウ ト思

フ。 診 噺 上 鳥紹 核 菌 カ ラ作 ヅ タTuberculinガ カ ・〃

場 合 二他 穏 ノモ ノ ヲ 凌 駕 ス ル 高 度 ノ反 感 ヲ 昼 ス 〃事

ハ特 記 ス ベ キ事 デ ア ル。(千 葉"大 皮 膚 科.獅 藤 抄)

1齊 腰 附 言:同 論 女 ハ 禦北 聲 學 雑 誌.第18巻.第3

研 、203頁 二在 リ。)

紅 斑 性 狐 瘡,俘^ル 繭 脚 ノ鮒 照 的 辱 常 牲 獲 瘡

(LFrank:Symmetricaltuberculouslupusofb(,th

legscombinedwithlupuserythematOsus(Theurologic

andcutaneousreview.Vol.39.p.177㌧

患 者 ・・27歳 ノ男 子。15年 前前 脚 二傷 害 ヲ受 ケ タ後 青

色 、紅 色 ノ斑 鮎 ヲ生 ジ、5年 前 ヨ リー・一一・部潰 傷 トナ ジ

タ。現 在 ハ 雨脚 ノ前 外 側 ト内 側 ノー 部 二淡 紫 紅色 斑 ガ

ア リ、 周 邊 ハ褐 色 乃 至 黒色 二著 色 シ、斑 面 ハ剥 離 シ難

イ鱗 屑 ヲ有 シ萎 縮 ノ痕 跡 ザ アル.大 サ ノ・櫻 桃 大 デ数 ハ

約15。 之vト 離vテ 特 二 脛骨 縁 二 鮮 紅 色 斑 虹 二多 〃

ノ潰 傷 ヲ有 シ、硝 子 歴 ニ ヨ リ潰 瘍 二近 ク黄 燈 色 ノ顯 ガ

残 ル。 此 部 分 ノ組 織 ハ結 核 像 ヲ示 シ、旦氏 反 磨 陰 性 、

以 上 二俵 リ表 題 ノ如 キ診 噺 ヲ下 シタ。

治 療 法 ・・X・腺,Finsen燈 照 射 ヲ行 ツ タ ザ非 常 二

数果 ガ ア ツ タ。 唯X・ 線 療 法 ハ 途 中 デ 中 止 ノ止 ム ナ ギ

ニ到 リ最 後 ノ 結 果 ヲ 見,レ事 ガ 出 來 ナ カ ツタ ノハ極 メ

テ遺 憾 トス ル虞 デ アJVh'、X一 譲 療 法 ノ・非 常 二奴 果 力。ア

ツ タ標 二思 ソ レタ。(干 葉 瞥 大 皮 膚科 、 齊 藤 抄)

紅 斑 性 狙 瘡 ワ傷 害 性起 原 問 題 呂封 ス ルニ 、三 ワ注

意

(LFrank:SomeremaresohthesubjeCtof1叩us

erythematosusoftranuaticorigin(Theurologicand

cutaneousreview.VoL39.p.329',

紅斑 性狼 瘡 ハ結 核 性 デ ア ル トモ 云 バ レ ル が.連 鎖 状 球

南 が原 因 デ ア ル ト 云 ツ タ リ、 叉 傷 害性 起 原 ヲ 稽 ヘ タ

リ、 更 二種 々 ノ原 因 デ 起 ルー ツ ノ 症 状 二過 ギ ヌ トモ

云 ノ・レル・ 余 ノ 最近 輕 験 シタ6例 ハ 皆結 核 ヲ 謹 ・y得

ス。昆 轟 刺 傷 二 因,レ ノデ、 確 二傷 害性 起原 ノモ ノデ ア

アレト思 ハ レ,レ・(千 葉 馨 大 皮膚 科 、齋 藤 抄)
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ブ ・ク氏 顕 肉腫返 」りL三コ ・と,」 ≧氏 類 肉 鳳 挫 ぜ

≧ 氏 硬 結 性 紅 斑 及 ビ凍 瘡 標 狙 瘡 ワ同 一 惟 昌就,

S.Grschebin:Concemingtheidentityofsarcoid

Bo㏄k・SarcoidsDarier・Roussi,erythemainduratum

Bazinandlupuspernio.(Theurologicandcutaneous

review.Vo1.39.p.477)

バ ザy氏 硬 結 性 紅 斑 ダ リエー ・ル ッ ・y氏類 肉 腫
。 ブ ッ

互氏 類 肉 腫及 ビ 凍 瘡 檬 狼 瘡 ハ 臨 肱 的並 二 紺 織 學 的 見

地 ヨ リシ バ シ バ 同一 ノモ ・ ト考^ラ レテ居 ル.邸 チ定

型 的 ノモ ノ ニ於 テ ハ匠 別 ハ容 易 デ ア ル ケ レ ドモ、時 ニ

ノ・全 ク匠 別 ノ付 ギ廉 ネ ル事 が ア ル。故 二若 シ モ疾 病 が

下 腿 ニ ア ル時 ニ バ ザ ソ氏 硬 結 性 紅 斑 ト診 噺 シ、腕 或 ハ

胸 部 二來 テ下 腿 二憂 化 ノ無 イ時 ハ ダ リエ ー ・,レ、 シ氏

類 肉 腫。 或 ハ プ リ〃氏 類 肉 腫 ト診 噺 ス ル。一 方 叉 同 標

ノ症 状 が鼻 部 或 ハ 指 等 二 來 タ リタ ル時 ハ 凍 瘡 標 狼 癒

ト訟 噺 ス ル。

組 織 學 的 ニ モ同 檬 ノ事 ガ 云 ハ レ,向 分 ハ嘗 テ臨 脈 的 ニ

ハ ブ リ ク氏 類 肉腫 デ ア ル ガ 組 織 的 ニ ババ ザy氏 硬 結

性 紅斑 或 ハ、 ダ リエー ・,レリ シ氏 顛 肉腫 ノ如 キ像 ヲ呈

セ ル ヲ見 タ。

以 上 ノ諸疾 患 ハ 総 テ同 一 ノ 原 因 二 因 ル 篭 ノデ ア ル ト

ナ ・y、結核 二 關 係 アJVモ ノ ト考 ヘ ラlv。 從 テJadas

sohn,Lewandow5ky,Kyrle,Gaus等 ノ提 案 セ,レ硬 結

性 皮 膚結 核 症 」(Tuberculoscvsitisindurativa)ナ ル名

柵 ノモ トニー 括 ス可 キ テ ア,レ。此 名 総 ノ下 ニー 括 サ ル

可 キ疾 患 ハ 次 ・7ツ デ アpv。1)・{ザ ン 氏 硬結 性 紅

斑 。2)ダ リエ ー ・と里 氏 類 肉 腫 、3)散 在 性 結 節 性

類 肉腫(Sarcoidsnouesesdissernin6es)、4)大 結 節 性

二∠望2氏 類 肉 腫 粟 粒 類 振 瘡 、6)凍 瘡 檬狼 瘡 。7)血 管

類 狼 瘡 。(千 葉 屠 大 皮 膚 科 、 齋 藤 抄)

一 般 學 術 雑 誌

大連 二於 ケル小見結核性踏膜炎 トリワ胸部「レン

トゲン」所見 トワ封照的考察

く栓浦豊:満 洲醤學雑誌、第22巻 、 第1號 、昭和10

年1月)

著 者ハ42例 。小見鵬膜炎患者(内0-12ケ 月、5例 。

1-2歳 、7例 。2-3歳 。10例 。3-5歳 、9例 。5-

lO歳 、8例 。10-15歳 。3例)ノ 「レントゲソ」罵眞 ヲ

精査 ジタルニ、粟粒結核15例 、肺浸潤10例 デ他ノ大

部分ノ・氣管枝結核デ、全然所見ナキハ1例 二過 ギナカ

ツタ。泰西 ノ報告デハ所見ナイ例ガ相富二多イノニ反

シ著者ノ例デハ唯1例 二過ギヌガ、コvノ・小見旙膜炎

ノ起ル過程 ヲ考エル ト決 シテ不思議ハナイト云フテ

ヰル。而 シテ小見膿膜炎 ノ豫防ノ絶封的ノコ トノ・出來

ヌ トジテモ其 ノ豪生過程 ヲ考ヘテ小見結核 ノ早期診

噺 一早期治療ハ其 ノ豫防上必要ナル貼デアル ト附言

シテヰル。(大 連、佐 々虎雄抄)

人工光練照射 ニヨル血清 ワ生化學的塑化

(第三報)紫 外練 り赤血球沈隆速度=及 ボス影響

二就テ

(村山實:満 洲馨學雑誌 第22巻 、第1號)

著者ノ・紫外線照射ノ赤沈反庶二及ボス影響 ヲ研究 シ

テi欠ノ如 ク結論 シテ居)V。

1)試 験 管内二於 テ赤血球 ノ沈降速度ノ・紫外線照射ニ

ヨツテ促進サv)v。2)紫 外線照射自家血清 ヲ以テ治

療 シタ患者二就テ、其治療前後 ノ赤血球沈降速度ヲ見

ル ト治療後ハ減退スルヲ認メ'レ。3)紫 外線照射自家

血清 ヲ以テ治療シタ患者二就テ、其ノ治療前後血液 二

紫外線照射ヲナシ、共沈降速度ノ愛化ノ割合 ヲ比ペテ

見ル ト治療後二於テノ・共赤血球沈降速度ニノ・紫外綜

照射ニヨツテ蒙ル影響 が減少ス)v。4)紫 外線照射自

家血清療法ハ血液二何等カノ愛化 ヲ奥フ,レモノ・ヤ

ウデアル。(大 蓮、佐々抄)

「ニン昌ク」成分ワ血液像;及 ボス影響

(宮本田守:滞 洲屠學雑誌、第22巻 、第2號 、昭和10

年、2月)

著者ノ・「ニンニ〃」カラー種ノ粉末製品ヲ得夫 レノ水

溶液ヲ家兎静脈 二注射シテ次 ノ如 キ結果 ヲ得タ。

1)血 色素量ハ漸次減少・y、少量注射ノ場合ニノ・24時

間後二稽 ζ恢復スルガ大量注射!場 合ハ恢復時間ガ

延長 ・y24時 間後モ恢復シナイ。2)赤 血球数ハ漸次

減少シ少量注射ノ場合ノ・24時 間後二略 ζ恢復スルが

大量注射ノ場合ノ・24時 間後モ恢復 ジナイ。3)白 血球

数ノ・少量注射ノ場合ハ最初減少 シテ次 二著明ナ増加

ヲ來 シ24時 間デ恢復スルが、大量注射ノ場合・・最初

カラ漸次墳加シ恢復時間が延長 シ24時 間後モ注射前

1・同数 マデ恢復シナイ。4)淋 巴球、大軍核、「エオ

ジン」嗜好性 白血球、盤基性嗜好性細胞ニハー定ノ隻

化ヲ來サナイ。假性「工才ジン」嗜好性細胞 ・墾化 ザ白
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血 球 数 襲 化 ノ圭 ナ モ ノデ ア'レ。5)「=ン ニ 〃」粉 末 ノ

作 用 ハ本 物 質 中 二 含有 サ ル ・硫 黄燐 、 叉 ・・「カ ル ヴ ウ

」・」化 合 物 ノ何 レカ或 ハ共 共 同作 用 ト思 ハV)Ve

(大 連 佐 々抄 ノ

皮 虐結 楼 疹 昌伸7多 債 性 皮 虐 過 徽 症 ノ1例,

(lll崎亀 ヲζ:「司誌 、 第22巻 、 策1勢 究1、llf{芳U10年 、7

刀)

≦ ツク氏 類 肉 腫 兼 バ ザ ヒ氏 硬 紹 性 紅 斑 ノ1例 二 多 償 皮

膚 過 敏 拍{ヲ認 メ 諸 拳噴1槍 宋 ノ縞 梁 「エ オ ジ ・ブ イ リ

ー 」
、 淋 巴 球 堆 多、 赤 血球 沈 降速 度 促 進,副 交 感 帥 縄

系 統 ノ緊 弧 充進 及 ビ 「トル 」 ・鞍 侮 ノ縮 小 ヲ醗 明 シ、且

ツ本 邦 文 献 二記 載 ヲ 見 ザ ルBarber及 ビOriel爾 氏

ニ ヨ リ提 叫1セ ラt・タ'レProteose反 慮 ヲ賀施 ・y、本.例

症 三 モ 亦 陽 性 成績 ヲ得 タ。 而 シテProteose・ ・「エー

テ ル」二・・不 溶 解 デ ア'レ。(大 蓮 、 佐 々抄)

大 蘇 揮 醗 油 ワ血 液 像 呂及 ボ ス影 響

(宮 本田守:同1誌 、 第23■S',第2號 、昭 和10年 、8

月)

大 蒜 力 ラ抽 出 シタ粗 製 揮 號 油 ヲ 以 テ 行 ツ タ 實 験 デ結

論 ノ・次 ノ如 〃 デア'レ。

大 蒜 揮 獲油 ヲ家 兎 静 脈 内 二注 射 スルb.1)直 チ ニ呼

氣 二強 烈 ナ大 蒜 臭 ヲ帯 ビテ來 ル。2)血 色 素 量 ノ・大 鑓

ノ場 合 ノ・甚 シ〃且 長 時 間 二亙 ツテ、少lsl:ノ場 合 ノ・少 ク

且 比較 的短 時 間 内 ・減 少 ヲ來 ス.3)赤 血 球 数 ノ・大:、1"

ノ場合 ハ 甚 シ ク且 長 時 間 二亙 ツテ、少 鼠 ノ場 合 ニノ・少

ク、 且 比 較 的短 時 間 内 ノ減 少 ヲ來 ス.4)白 血 球 数 及

ビ其 百 分率 ノ・遜 化 ヲ認 メ ラ レナ イ。(大 連 、 佐 々抄)

玄 米 ノ食 習 慣 卜消 化 吸 牧 率

(安 部 淺吉 外4氏:同 誌 、 同號)'

著 者 等 ・・信 用 シ ウル 邦 人被 験 者3名 二就 テ永 キ ・・15

ケ 月 二亙 リ表題 二就 テ最 密 ナ ル實 験 ヲ行 フテ ヰ ル。而

シ テ其 ノ結 果、 「是 等 ノ成 績 ヲ綜 合 シテ 見 ル ニ玄米 ノ・

如 何 ナ'レ調 理 法 ヲ 以 テ ンテ モ 亦 食 習慣 ヲ 以 テ シテ モ

其 清 化 吸 牧率 ノ上 昇 ヲ 期 待 ス ル コ トハ 出 來 ナ イヤ ウ

デ ア ル」ト云 ツテ ヰ ル。(大 連 、 佐 々抄)

結 核 菌 及 ビ 非 病 原 性 抗 酸 性菌 ノ 「味 の 素 」加Kir・

chner氏 培 地 内狡 育 二及 ボ ス色 素 ノ影 響

細 菌1生 髄 染 色知 見 補 遣(其 ノ1)

(輻 本清:同 誌 、 第23巻 、 第3號 、 昭 和10年9月)

1)9種 ノ唖基 性 色 素 及 ビ6種 ノ 酸 性色 素 ヲ キ ル ヒナ

ー氏 液膿 培養 基 二加 へ、生 禮 染 色 ヲ論 ズ ル ニ當 リ先 ヅ

之 二 人 型 、 牛 型 、 鳥 型 各 結 核 菌 、 「チ モ テ ー」菌及 ピ

「K151」 菌 ヲ培 養 シ 是 等抗 酸性 菌 ト色 素 トノ生物 學 的

録 【錦14巻

關 僚 ヲ 槍 セ リ。2)Safranin,Rosanilin,Fuchsing

Gentianaviolett,Dahlia,NeutralroちScharlachrot,

To且uidinblauMetbylenblau,Trypefiavin,M8rineb㎞,

Hessisehepurpurine/12種 ノ色i素 ノ・結 核 幽 姓 二非 病

原 性 抗 酸性 菌 ノ嶺 育 二 件 ヒ テ 循 色 或 ハ 醗 色 セ ラ凶1.

Eosin,Anilinorange,Metanilyellow/3種 ノ色 紫 ハ

塑 色 或 ノ・脱 色 ヲ 認 ノ 得 ズt,3/NeutmlroちAnilin

orange,Hessischepururine/3色 素 二壁 育 シタ 〃萄

苔 ハ比 較 的 濃 原 液 二於 テ ノ ミ肉 眼 的 二 著 色 ス ル ・巴.籔

徽 鏡 的 二戯 療 ス レ・《繭 髄 ノ 色 素 楯 取 賦 ヲ 惣 メ得 メ.

・1・)Safranin,Rosanilin,Fuch5in,Geentianavioletち

Dahlia,Eosin,Trypaflavin,Metanilyellow,Scharla・

chrot,Toluidinblau,Marineblan,Methylenblau/

12種 ノ色 素 二於 テノ・.肉 眼 上 著 明 二 色 素 楯 取 ヲ警 メ

ル菌 苔 ヲ認 メ、色 素 ノ痕 度薄 キ ニ比 例 シ テ薗 苔 ノ色 調

モ淡 調 トナ レ リ。 顕 微 鏡 的 ニ ノ・、比 較 的 濃厚 液 二燈 育

シタ ル菌 苔或 ハ 獲 育完 全 阻 止 ヲ 蒙 リタ ル モ ノ ニ 在 リ

テ ・・菌 齢 及 ビ穎 粒 染 色 著 明 ナ ル 個 々菌 儘 ヲ 識 別 ス ル

ヲ得:4リ 。5)MethylenbSauMarineblau,Toluidin

blau/3色 素 二在 リテ ノ・菌 原 形 質 内 二 著 明 二而 モ均

等 二青 紫 或 ノ・濃 青 色 ヲ拓 取 シ、願 粒 ヲ染 出 セ ザ ル桿 菌

ヲ孤 立性 二認 ム。是 等 色 素 振 取 菌 ノ・稀 薄 ナ ル色 葉 含 貴

二於 ケlv無 色 菌塊 中 ニ モ 認 メ得 ル ナ リ。6)色 素 加 キ

ル ヒナ ー氏 液艘 培養 基 二 於 テ 表 面 培 養 ト深 部 培 養 ト

ノ比 較 ヲ試 ムァレニ表 面 培 養 二於 テ ハ 深 部 培養 二比 シ.

色 素 ニ ゴル城 育 阻止 作用 ヲ受 ク ル コ ト弱 ク、色 素 楯 取

力 モ 亦 弱 ン。7)是 等色 素 ノ駁 育 附 止 作 用 ・・Safranin,

Trypaflavin,Toluidinblau最 モ強 ク.Rosanilin,Me-

tanilyellow,Marineblau,Neutralrot,Methylenblav,

Gentianaviolettノ 順 二弱 シ。 而 シテDahlia,Eosin,

Fuchsin,Hessischepurpurineト 次 第 二弱 〃、Anilin

orange,Scharlachrot最 モ弱 シ。(大i連 、 佐 々抄)

結 核 菌 蛇 二 非 病 原性 抗 酸 性 菌 ワ 色 素親 和 性 卜茜

ワ生 死 呂關 ス ル責 駿

細 菌 ノ生 艘 染 色 知 見補 遺(其12)

、輻 本 清:同 誌 、 同號)

1)余 ノ使 用 セ)v20種 ノ色 素 ヲ以 テ 結 核 菌 並 二非病

原 性 抗 酸 性 菌 ヲ染 色 セ ル ニ早 キ モ ノ ニ於 テ30分 以 内
●

遅 キモノニ於テモ5時 間ニシテ完全二染色サル。染色

時間7時 間以内二於ケル被染色菌 ノ號育 ハ旺盛 ニジ

テ、コノ時間内二於テハ菌死滅或ハ豪育阻止 ヲ蒙ルコ

トナジ。猶色素 二依 リテ・・24時 間、48時 間作用後 二

於 テモ・被染色菌が號育能力ヲ有 スル場合アリ。結核
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薗姓二鼻病原性抗酸性菌ハ色素樋取 卜錐モ、一定時閲

内=於 テノ、蜜育増殖能カ ヲ有ス。2)帥 チ本染色法 ニ

ョッテ行ヘバ結核菌勉 ピニ非病原抗酸性菌ハ生儘染

色可能ナ リト云フヲ得ペク、培養基中二色素 ヲ混和 ヴ

タル掲合駿育阻止作用 ヲ受ケ菌膿ガ淡染、願粒濃染セ

ラレタルモノト錐モ猫一定期間二於テハ生活カヲ保

有ス)vモ ノト云フヲ得ベク、余ガ第1同 報告 二於 テ懐

キタル疑問ノ解決 シタルモノト信 ズ。

(大連、佐 々抄)

滴淵二於ケル各型結棲薗ワ系続的研究

(廣木彦=吉 同誌 第23巻 ℃第4貌 、昭和10年10月)

著者ハ表題二N・yテi欠 ノ各論 二分チ廣汎ナpV詳 細ナ

ル研究ヲ爲 シテ報告 シテル。第1編 、鳥型結該菌 ノ研

究。第2編 、牛型結該菌 ノ研究。第3編 、浦蒙「ハタ

Oス 」ノ人型及牛型結核菌二封 ス,V感 受性 ノ差二就

テ。第4編 、結核菌分離培養 ノ際二得Pt)v非 病原性抗

酸性菌二就 テ。(大 連、佐 々抄)

濾 淵昌於ケル小見結稜 ノ臨躰的研究

第一縮 続計的観察

(山田義耶.田 中守也b徐 政聞:同 謎、第23巻4號.

昭和10年10月)

圭 トシテ醐大小見科外來及入院患菰 奉天某小攣見童

二就 テノ調査 二SIVtノ デbe氏 反感ニヨル結核感染

車ハ從來 ノ報告 ト異ナ リ.浦洲見童ニテ特二内地二比

シ高串ナラズ。 内地都市 ノ夫 レヨリムシロ低率ナリ

ト云フ。叉結核嶺病者ノ数 ハ年齢的ニハ大差ナキモ豪

情期二入 ツテ激減ス'レ,病型ハ年齢ニヨリ異 り.幼見期

及 ビ見童期ヲ通 ジ肋膜炎、寝潤及 ピ肺門並ビニ氣管枝

腺結核 ノ3者 ザ約80%ヲ 占 メ、鱗情前期及 ビ、豪情期

二於テモ是等ノ關係ハ略 ζ同榛ナ'レカ'如ク、成書記載

ノ如 キ成人型肺結核 ノ」曾加ノ・特ニコレヲ認メナイ。乳

見期二於テハ寧 ロ粟粒結核、贋膜炎が圭位 ヲ占メ叉寝

潤 ト・yテノ・基結核(EpitUberkUlose)ノ 如 キ廣汎二亙v

モ ノ及 ビ乾酪化 ノ傾向ガ後年二比シテ多イト云々ト

結論 シテル。荷満洲見童 ノ結核死亡李が内地ヨリ大デ

アルノハ、内地 ノ死亡統計ノ取 リ方二過誤 がアルタメ

デ、著者等ノ・彼我二於テ大ナ'レ相違ハ無イモノデアロ

ウト附言 シテヰ'レ。(大 連.佐 々抄)
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